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薬学部	 教育・研究年報	 第 12号の発刊にあたって 
 

徳島文理大学薬学部	 学部長	 福山愛保 
	  

	 「薬学部教育・研究年報」は、平成 27年薬学部教育・研究年報第 10号から薬学部の

自己点検・評価書と位置づけ、本年報を 1年間の薬学部活動の公式記録として毎年発刊

し、今回で「薬学部年報」第 12号を発刊することになりました。 

	 	 平成 29年度 4月教授会で 4つの目標を挙げ、全教員は協働して達成を目指す具体
的な課題として共有しました。本年報に記載された教育・研究成果は、これら目標の達

成度を示す薬学部データ集と考えますので、目標１ -4 の達成度を簡単に述べてみます。 
1. 6 年生全員卒業、薬剤師国家試験の実質合格率全大学平均以上  
	 平成 29年度 103回薬剤師国家試験（102回）の新卒合格率 79.5％（89.3％）及び実

質合格率（合格者/出願者）70.7%（69.1%）は全国平均を下回りましたが、実質合格率

は昨年を僅かに上回りました。毎年、卒業率と実質合格率が上がっていることは、本学

部の教育プログラムが機能していると評価できます。6年次の国家試験対策を更に見直

し、実質合格率が全国平均を上回るよう、全教員が一丸となって対策に当たります。 

２．薬学部志願者増と入学者の確保  

	 平成 30 年度入学者は、昨年に続き減少しました。地域貢献特待生の入学者が昨年

より増え、優秀な学生が確保できました。志願者減少の原因を解析し、志願者増に向け

た対策を立て速やかに実行する計画です。 

３．地域医療に貢献できる研究マインドを持った人材（薬剤師）の育成  

	 徳島県と高知県の 4 つの連携薬局及び３つの連携病院とこれまで以上に密接な連

携を図り、高度化する医療に対応できる専門的薬剤師及びチーム医療に貢献できる優れ

た薬剤師の養成をめざす教育カリキュラム改革を継続し実施していきます。また、研究

マインドと自主性を育む卒業研究も充実しています。 
	 ４．薬学教育の質保証と教員の教育力向上  
	 過去 4年間で 16名（教授 6名、准教授 1名、講師 3名、助教 6名）の新人教員を

採用し、第三世代薬学部体制が整いました。「研究マインドを持った薬剤師」を養成す

るため、全教員が FD活動等を通し教育力向上に継続し努めています。2017年度 1年間

実施された薬学部の教育、研究、大学管理運営、および社会貢献に関する活動をまとめ、

まず薬学部全体の活動を俯瞰し、次に教員の基本的活動の自己点検を行い、さらなる発

展に資するために各教員の活動データをまとめたものです。2017 年の薬学部教員の活

動成果に敬意を表するとともに、今後の薬学部・大学院の教育・研究面のさらなる活性

化に繋がるものと信じております。 

	 最後に、今川洋年報委員長および資料収集にご協力された教職員の皆様に心より感謝

申し上げます。 
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平成 29年度   薬学部   在籍者数  

  

   在籍者数   （Ｈ29年 5月現在）  

1 年生   101  

2 年生   116  

3 年生   134  

4 年生   164  

5 年生   140  

6 年生   111  

計   766  

  

  

平成 29年度   薬学部   卒業者数  

  

85 人  

  

  

平成 29年度   薬学部   進級者数  

  

   進級者数   （留年者数）  

1 年生   87（11）  

2 年生   96（19）  

3 年生   111（19）  

4 年生   159（5）  

5 年生   133（7）  

6 年生   -（5）  

計   586（66）  
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特別演習委員会 
 
○特別演習委員会活動の概要 
特別演習委員会では項目 1の[対応・評価]に記載した教育を実施している。4

年時の教育スケジュールの詳細は根拠資料の「CBT を受ける前に（4 年生前期
編・4年生後期編）」に記載した。1〜3年生に対して実施している特別演習の試
験スケジュールについても上記根拠資料に記載した。記根拠資料の教育を実施

することで、学生が CBTに合格できる実力を育てている。なお，平成 29年度
CBT本試験・再試験の受験者数および合格者数、試験結果の統計値については、
CBT実施委員会の項に記載した。 
 
【昨年度の課題】 
本委員会は学生の CBT 受験に向けた各種教育を特別演習として実施する委

員会である。昨年度も CBT不合格者がでており、不合格者を出さずに合格へと
導くかが課題となっている。昨年度、CBT本試験不合格者に対して補講を実施
したが、実力の伸びを評価・伝達ができていなかったため、補講実施者のモチ

ベーションを維持させることが難しかった。 
【対応・評価】 
本委員会では、1 年生後期より学習の習熟度をはかるための試験を行ってい

る。2年次以降は必修科目として特別演習 1（2年生通年）、特別演習 2（3年生
通年）を開講して、学習の到達度を高めることを行っている。4年次からは前期
にコンピュータを使用した問題演習、後期には講義を実施している。CBT本試
験の不合格者には OSCE本試験終了後からコンピュータをもちいた演習問題を
出題し、解答してもらっている（補講演習）。今年度は、受講者が自身の得点の

伸びを実感できるように同一の演習を各 2 回実施してもらい、得点および得点
の伸びを伝達した。その結果、補講演習実施率が大幅に上がる学生が出てきた。

学生へのフィードバックが有効であったと思われる。一方で、補講演習の実施

率が上がらない学生には声がけを実施して、補講演習からはなれることが無い

ように気を配った。 
【次年度の課題と改善計画】 

4年生前後期の演習を着実にこなしてくれた学生はCBT本試験で合格してい
る。このことから、4年生に対して実施している問題演習及び講義は有効に機能
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していると評価している。一方で委員会からの声がけにもかかわらず、これら

の演習や CBT再試験にむけた補講演習の実施率が低い学生が存在する。メンタ
ル面からのサポートも必要と思われる。 
 
 
 
 
 
 
 

23



リメディアル教育・留年生への対応（薬学教育センター） 
 

【昨年度の課題】 

入学した学生に対し、薬学６年制の大学教育では、基礎および専門知識のみならず、「薬剤

師になる！」という強い動機づけが必要である。入学当初では勉強能力が優れている学生

でも、この動機づけがはっきりしないまま、以後の成績が伸び悩んでいることもよく見受

けられる。また一方で、成績が伸び悩むのは、入学時の基礎学力（高校教育の）が不足し

ており、これが原因で、大学で開始する講義、演習、実習等で、その内容や速度に乗り遅

れて、それ以降の勉学意欲が、完全に打ち砕かれたようになる学生も散見される。	 

	 昨今の時代変化や社会要請により、これからの薬剤師には、これまでにも増して、能動

的な学習で学び続け、知識をずっと自分の中で吸収できるような能力。さらには変化する

知識への対応の 2つの対応能力が必要とされる。これらを獲得していくためには、まずは、

学生の学力、学習への意欲態度、入学時の成績と、その後の修学状況等について現状や課

題を分析し、その分析結果に基づいた改善計画を企画、実施する必要がある。その上で、

改善の効果について検証し、さらには、改善計画を見直していく必要がある。	 

	 

【対応・評価】 

薬学教育センターとして、対象学年に合わせた以下の学生支援をおこなった 

1) 新入１年生のサポート（100名） 

［目標：リメディアル教育＋予復習の習慣づけ＋薬剤師への動機づけ］ 

	 ・高校履修科目アンケート選択科目、入試区分および得点の抽出 

	 ・実力診断テスト［数学＋物理・化学・生物］結果解析、学生抽出（31名） 

	 	 「薬学演習１（前期版）」での演習開始	 ［毎週火曜日・１時限、２時限］ 

	 ・薬学教育センター演習	 ［毎週火曜日・５時限］ 

	 	 	 YKC物理塾、YKC化学塾、YKC生物塾：各 10名を抽出 

 
2) １年留年生（2名）、２年留年生（7名）、３年留年生（28名）の支援 

［目標：基礎科目修得＋予復習の習慣づけ＋薬剤師への動機づけ］ 

	 ・学生計画シート記入（本人、チューター、薬学教育センターの３者で共有） 

	 ・定期面談し、学生計画手帳の活動記録を基に、指導を行う。 

	 ・未習得科目の復習と修得を図る。 
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	 ・ASPシステム（薬ゼミ）を利用した、復習演習 

	 ・「薬学演習１」で演習を行なう。 

	 ・薬学教育センター演習	  

 YKC物理塾、YKC化学塾、YKC生物塾・［毎週火曜日・５時限］ 

 YKC化学塾 IIの開催・［毎週月曜日・５時限］ 

 
3)	 外国人留学生、編入生の支援	 

	 １年生：４名、２年生：7名、３年生：1名、４年生：6名	 ＝	 計 18 名	 

	 

	 これら全ての学生支援に際しては、薬学教育センター教員の得手分野を生かし、学年を

問わず、きめ細やかに学生に寄り添い対応している。高校教育から大学教育への引き継ぎ

として、入学生の出身高校教員からは、文理大学薬学部の手厚い初期教育は好評であり、

高い評価を得ている。	 

	 

【次年度の課題】	 

本年度を振り返り今後は、より一層の自発的学習の機会が望まれる。次年度計画としては、

低学年（薬学基礎分野の導入学習）および中〜高学年（薬学教育総合学習）に合わせた自

主的なグループ学習の場の形成のため、学生SA（Study	 Assistant）または学生ES（Education	 

Staff）の育成を目指す。	 
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開始時刻 発表番号 研究室名 氏 名 発 表 題 目

9:10 A01 小松　嗣典
インフルエンザウイルス RNA 合成酵素 PA サブユニットにおけるアセチル化修飾とその PA
エンドヌクレアーゼ活性に及ぼす影響

9:20 A02 港　洋希
異なるマウス由来フィーダー細胞上で培養されたヒト iPS 細胞からの胚体内胚葉細胞分化
効率と未分化関連遺伝子発現の変化

9:30 A03 市原　悠希 マウス海馬における各種抗うつ薬のGSK-3β、GluR1 に対する影響についての検討

9:40 A04 青木　里紗
ラット胎仔大脳皮質由来初代培養細胞における抗うつ薬による TrkB 関連細胞内シグナル
伝達系への影響について

9:50 A05 藤井　玲
ラット胎仔大脳皮質由来初代培養神経細胞における neovibsanin core structure (NVC) の
細胞内シグナル伝達機構についての検討

10:00 A06 加藤　慶太郎 デキサメタゾンリン酸エステル飲水投与によるうつモデルマウスの作製

10:10

10:20 A07 出口　智貴 THP-1 細胞における TNF-α 遺伝子発現に対する Vizantin の影響

10:30 A08 富永　夕貴 B16 melanoma 細胞におけるランエキスのメラニン産生への影響

10:40 A09 中野　愛梨 ウェルシュ菌 α-toxin による好中球接着分子 P-selectin 発現阻害機構へのSOCS3 の関与

10:50 A10 宮城　貴之 横紋筋融解症に伴う腎尿細管障害に対する Edaravone による脂質過酸化抑制の関与

11:00 A11 福田　茉莉花
ヒト肝細胞癌におけるP53結合タンパク質（53BP-1）による上皮間葉移行（EMT）調節の免疫
組織化学的検討

11:10

11:20 A12 中矢　祥子 亜鉛トランスポーター ZIP8 の変異によるマンガン輸送への影響

11:30 A13 山上　りえ 近位尿細管 S1 , S2 , S3 領域の活性酸素種 (ROS) 感受性の差異

11:40 A14 筒井　笑子 ドパ脱炭酸酵素（DDC）発現に対する農薬パラコートの影響

11:50 A15 佐藤　由実 亜ヒ酸による EGFR 分解阻害作用の解析

12:00 A16 中山　りな ヒト白血病 HL-60 細胞の分化に関わる proteinase 3 の役割

開始時刻 発表番号 研究室名 氏 名 発 表 題 目

13:00 A17 藤原　誉野 ウエルシュ菌α毒素は脂質ラフトに作用して好中球の分化を制御する

13:10 A18 並川　恵 ウエルシュ菌β毒素は P2X7 レセプターに結合して細胞毒性を示す

13:20 A19 林　英里 ウエルシュ菌ε毒素は脂質代謝を活性化してオリゴマー形成を促進する

13:30 A20 塩田　美智 ウエルシュ菌ι毒素は細胞膜受容体 LSR の N 末領域に結合して細胞内に侵入する

13:40

13:50 A21 里浦　克樹 前駆脂肪細胞および成熟脂肪細胞におけるミトコンドリア機能阻害剤の感受性比較

14:00 A22 宗野　龍海 MT 欠損がインスリンシグナルに与える影響

14:10 A23 中山　知美 寒冷ストレスの褐色脂肪組織への影響とメタロチオネインの関与

14:20 A24 中山　晃 マウス肺微小血管内皮細胞の透過バリアーに対するコルチコステロンの影響

14:30 A25 上田　耕士 幼若期社会的隔離ストレスにおけるマウス肝薬物代謝酵素の誘導メカニズム

14:40 A26 駒田　爽 Ⅰ型アレルギー誘発マウスでの薬物動態変動を起こす一酸化窒素

15:00

平成２９年度卒論発表会　口頭発表（１３号館４階第１講義室，１３－４０３, 東）午前

コンピュータ入れ替え・休憩

生化学

薬理学

コンピュータ入れ替え・休憩

機能形態学

衛生化学

微生物学

ポスター発表

平成２９年度卒論発表会　口頭発表（１３号館４階第１講義室，１３－４０３, 東） 午後

コンピュータ入れ替え・休憩

公衆衛生学

薬剤学
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発表番号 発表番号 研究室名 氏 名 発 表 題 目

9:30 B01 岸　優作 CYPに関する医薬品相互作用のデータベースおよび検索システムの構築

9:40 B02 木戸　祐介 徐放性製剤ムコソルバンL錠45mgの簡易懸濁法適用の評価

9:50 B03 小林　昌司
内服薬懸濁液の経鼻栄養チューブ注入時における注入器プランジャー押力
～粘稠剤の添加が及ぼす影響～

10:00 B04 工藤　洋平 服薬を補助できる食品の選択指標としての滑る速度に関する研究

10:10 B05 具志堅　聖
小児に対して粉砕調剤した大建中湯の保存環境下における服用量への影響と服用時の味
マスキング効果

10:20

10:30 B06 坂地　美咲
疎水性長鎖アルキル基を有するセーフティーキャッチ型保護基の開発と液相ペプチド合成へ
の適用

10:40 B07 清水　奈津美 光親和性標識体を用いたネオビブサニン類の受容体探索

10:50 B08 武本　聡美 遊離脂肪酸受容体の機能解析を指向したグリホリン酸およびその類縁体の合成研究

11:00 B09 山田　紗世 スピロテヌイペシン A の全合成研究

11:10 B10 杉本　友美 長鎖保護基の性質を利用したヘテロポダミド C の合成研究

11:20 B11 新田　浩平 抗トリパノソーマ活性を有するフェナントレンキノン化合物の合成研究

11:30

11:40 B12 山田　ゆうな 不斉補助基を活用する (+)-カビクラリンの合成研究

11:50 B13 松島　祥子 オオバイヌビワ（Ficus septica ）に含まれる抗マラリア活性物質

12:00 B14 薬品化学 井藤　美浪
熱力学的な平衡条件下，不斉結晶場での分子認識を利用した光学活性シクロペンタノン類
の調製

開始時刻 発表番号 研究室名 氏 名 発 表 題 目

13:00 B15 遠藤　加奈子 サイコサポニン生合成に関与するシトクロム P450 遺伝子の単離と機能解析

13:10 B16 濱崎　万由佳 トビムシ類誘引活性を有するセスキテルペンアルコールのゼニゴケからの分離と構造解析

13:20 B17 西馬　利奈
インド産薬用植物 Xylosma longifolium  及びシンビジウム“マリーローランサン”における
フェノール性化合物について

13:30 B18 濱　眞壱 数種の冬虫夏草菌培養物から得られた含窒素化合物について

13:40

13:50 B19 森岡　享平 アリールプロパルギルエーテルの不斉 [2+2] 環化付加反応の開発

14:00 B20 江口　彩香 ヒドロキシ基の直接的活性化を経る連続的環化反応の開発

15:00

薬品物理化学

生薬研究所

生薬学

ポスター発表

平成２９年度卒論発表会　口頭発表（１３号館４階第１講義室，１３－４０５, 西）午前

コンピュータ入れ替え・休憩

医療・薬物（石田）

薬品製造学

コンピュータ入れ替え・休憩

平成２９年度卒論発表会　口頭発表（１３号館４階第２講義室，１３－４０５, 西）午後

薬化学

コンピュータ入れ替え・休憩
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発表番号 研究室名 氏 名 発 表 題 目

P01 兼田　聖也 チロシンキナーゼ阻害薬アファチニブ・オシメルチニブについて

P02 竹中　瑞貴 高コレステロール血症治療薬レパーサについて

P03 横田　亜優武 経口抗凝固薬 NOAC・DOAC について

P04 薬品化学 石川　りさ 包接錯体化を利用した3-ベンジルオキシシクロアルカノンの光学分割

P05 河辺　結子 ルテニウム触媒を用いた立体選択的オレフィンメタセシス反応の最近の進歩

P06 小野　弘嗣 NMR によるメタロ DNA ナノワイヤー構成ユニットの構造解析

P07 安田　周平 導電性ナノワイヤーの作製を目的とした、メタロ DNA オリゴマー形成の検証

P08 蛭子　翔太 遺伝子治療薬の細胞内導入を目指したキャリアタンパク質と核酸分子の連結反応

P09 片山　純花 遺伝子治療法の発展過程と展望

P10 富永　雄大 バンウコン Kaempferia galanga  から得られたイソピマラン型ジテルペンとそれらの抗菌活性

P11 山田　純平 冬虫夏草菌 Isaria tenuipes  NBRC 111630 の培養エキスから得られたユニークな化合物について

P12 生化学 藤田　和秀 震災時における薬剤師の活動について

P13 山本　浩文 ノロウイルスの発生状況と予防対策

P14 小西　貴和子 結核の最近の動向と対策

P15 森田　莉佳 ジカウイルス感染と小頭症およびギランバレー症候群発症の因果関係に関する調査研究

P16 川上　治樹 アルコール依存症に関する現状と治療についての調査研究

P17 井原　庸佑 僻地に医療を届けるための移動型薬局の提案

P18 杉本　翔平 アトピー性皮膚炎小学生患者の生活向上のために薬剤師による活動実施の提案

P19 木村　綾 ビタミンD、EによるAβのβシート形成と細胞毒性への影響

P20 中内　陽子 マウス由来BV2細胞からの ApoE の抽出法の確立と切断様式の検討

P21 東　麻奈実 ビタミンD3及びその代謝体による神経細胞へのオートファジー誘導の検討

P22 堀内　由佑文 在宅医療・介護における薬剤師の役割と課題

P23 溝田　佳奈子 調剤薬局における処方箋の GE への変更状況について（一施設での調査）

P24 北川　真衣 一般用医薬品の外装包装デザインについて

P25 上村　昂平 薬学生の喫煙に対する意識調査

P26 樋口　大貴 入院時患者持参薬の管理

P27 井上　奈都季 個人輸入した医薬品・健康食品による被害事例に関する情報検索

P28 佐々木　忠宏 セルフメディケーション推進普及の制度環境に関する考察

P29 乾　朱里 高知県における患者の飲み残し薬調査（1）－服薬状況についてのアンケート解析－

P30 井手　敦大 高知県における患者の飲み残し薬調査（3）－調査後の改善評価－

P31 吉澤　麻里奈 高知県における患者の飲み残し薬調査（2）－残薬と数量および金額との関係－

P32 笠毛　健太郎 HbA1c測定に基づく糖尿病予防の健康意識調査

P33 猪井　麻未 障害者施設におけるポリファーマシーの適正化に対する薬剤師の介入

P34 杉本　賢一郎 睡眠障害改善に対する漢方薬使用の薬剤師・患者の認識実態

P35 林　潤喜 へき地の薬局における患者の実態と薬剤師業務

P36 豊田　碧 各種果汁飲用水の抗酸化活性の検討

P37 林　祐介 ESR スピントラップ法を用いた珈琲の抗酸化活性に関する検討

P38 和田　文恵 混合軟膏の物性に及ぼす先発医薬品と後発医薬品の影響

P39 橋本　和真 プロポリスに含まれる抗酸化活性化合物の探索研究

P40 端山　一彦 ミシマサイコ由来の糖転移酵素遺伝子の探索研究

P41 前田　翼
ゼニゴケ（Marchantia polymorpha ）の大環状ビスビベンジル化合物閉環反応に関与するP450酵素遺
伝子の探索

医療・薬物（吉岡）

医療・薬物（京谷）

生薬研究所

公衆衛生学

薬剤学

医療・薬物（松永）

医療・薬物（庄野）

医療・薬物（市川）

平成２９年度卒論発表会　ポスター発表（２１号館１階ラウンジ）

微生物学

薬化学

薬品分析学

生薬学
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事   務   連   絡 
                                 平成３０年 ２月 ２日 
 
 教職員の皆様 
                         徳島キャンパス        
                            総務部長 後 藤 立 夫 
                             学生部長 長谷川 道雄 
 
 
 

人権・ハラスメント講演会について（通知） 
 
 
 
   このことについて、次のとおり開催します。 
   ＳＤ活動研修会として扱いますので、特段の用務のある教職員以外は、全員ご出席
ください。 

 
記 

 
 
   １ 日 時  平成３０年２月２１日（水） １４：００～１５：３０ 
 

２ 場 所  ２号館２階 アカンサスホール 
 

３ 演 題  「ハラスメント予防で、風通しの良い職場づくりへ」 
          － 職場におけるハラスメント対策 － 

 
４ 講 師   厚生労働省登録認定メンタルヘルス相談機関 
        Ｗith Ｙou 代表  川上 晃代 さん 

          
５ その他  欠席される場合は所属・氏名・欠席理由を記入して、庶務・渉外グ

ループへ２月１４日(水)までに下記の欠席届を提出してください。
その際、職員証も持参してください。 

 
 

  切り取り線  
 
 

平成３０年  月  日 
 

 
人権・ハラスメント講演会 欠席届 

 
 

所   属 氏   名 欠席理由 
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第 8回徳島文理大学薬学部 学術講演会 

 
2017年 7月 15日（土）午後 2時～5時 20分  

21号館 1階会議室 
 
 
14:00 ～ 14:05 学部長挨拶 
 
14:05 ～ 14:40   座長 江角朋之 
 松本健司 

  不均一系触媒を利用した酸化的分子変換法の開発と応用 
 
14:40 ～ 15:15   座長 松井敦聡 
 藤代 瞳 

  留学報告（トロント大学） 
  Protective role of cadmium-induced autophagy in renal mesangial cells. 
 
15:15 ～ 15:50   座長 京谷庄二郎 
 吉岡三郎 

 チーム医療・地域医療に貢献できる医療人としての薬剤師の養成を目指して 
 
＜休憩＞ 
 
16:00 ～ 16:40   座長 永浜政博 
 葛原 隆    

  エピジェネティクスによるウイルス・エピデミクスの制御 
 
16:40 ～ 17:20   座長 永浜政博 
 姫野誠一郎 

  バングラデシュ、カンボジアにおけるヒ素汚染による健康影響調査 
 
17:30 ～ 
夏期納涼会 
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第９回徳島文理大学薬学部主催 

学術講演会 

 

 

              日時：2018年 1月 25日(木) 午後 2時～5時 30分 

       場所： 21号館（薬学部）1階会議室 

                      (徳島文理大学イルミネーション) 

     14：00 ～ 14：05 学部長挨拶 （福山愛保 学部長） 

  ■  14：05 ～ 15：05    座長：吉田昌裕 教授 

  ラジカル化学を基盤とする生物活性天然物の全合成 

       好光 健彦 先生（岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科・教授） 

  ■  15：05 ～ 16：05    座長：深田俊幸 教授 

    グレリンを例とした最新のペプチド・ホルモンの探索、機能解析、 

今後の展望 

       児島 将康 先生 （久留米大学分子生命科学研究所・教授） 

 

＜休憩＞ 

   ■  16：15 ～ 17：15    座長：姫野誠一郎 教授 

海外遺伝資源に関する名古屋議定書 ABS指針とその対応について 

    鈴木 睦昭 先生（国立遺伝学研究所 知的財産室・室長） 
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4	 薬品製造学講座	 

Chemistry of Functional Molecule	 

 
教員  

教授	 今川	 洋	 着任年月日：2005 年 4 月 1 日	 

最終学歴：1995 年 3 月徳島文理大学大学院薬学研究博士後期課程修了．博士(薬学)	 

前職：徳島文理大薬学部准教授	 

准教教授	 山本博文	 着任年月日：2012 年 4 月 1 日	 

最終学歴：2007 年 3 月徳島文理大学大学院薬学研究科後期博士課程修了．博士(薬学)	 

前職：徳島文理大薬学部助教	 

	 	 	 特定医療法人万成病院(岡山)	 

助教	 葛西祐介	 着任年月日:	 2013 年 4 月 1 日	 

最終学歴：2004 年 3 月東北大学大学院理学研究科化学専攻博士課程後期課程修了．博士(理学)	 

前職：東北大学大学院理学研究科	 COE	 フェロー	 

	 	 	 関西学院大学理工学研究科	 博士研究員	 	 

	 	 	 大阪大学大学院理学研究科	 特任研究員	 

	 

教育の概要	 

担当科目：有機化学３	 (今川	 洋)， 反応化学	 (今川	 洋)，薬学演習 2 (今川	 洋)，大学院講義薬品製造学特論 II（今川	 洋），
薬品製造学実習（今川	 洋，山本博文，葛西祐介），総合薬学研究１，２，３（卒論研究）（今川	 洋，山本博文，葛西祐介）,
基礎ゼミナール A（今川	 洋，山本博文，葛西祐介），	 有機化学３ (三年時編入生補講，今川	 洋), 反応化学（三年時編入生
補講，今川	 洋），製剤学（山本博文），製剤学（三年時編入生補講，山本博文），創薬化学 1	 (山本博文)，有機化学２	 (香川薬
学部，山本博文), 総合演習（山本博文，8コマ）、総合演習（葛西祐介，10コマ）薬学演習１（葛西祐介，２コマ） 
学部養育について  
	 有機化学の基礎の習得を達成目標とし，医薬品を形を持つ分子という観点から眺めて考える力を養成することを目指す。講義

改善の方法として，講義毎に学生から出席カードを兼ねたアンケートを取り，意見を募っており，次回の講義にフェードバック

することで，迅速な講義の改善に努めている。定められた科目あたり 15 コマ（22.5 時間）の他に，学生が訪問しやすい雰囲気
を保って，学生の個別の質問に柔軟に対応しており，身近な教員であれるよう努力している。また，復習の習慣を付けさせるた

めに，その日に講義した内容のポイントを課題として出題した。また試験前には，過去問を用いた演習を 2から 3回かけて行い，
過去 5年間の本試験の内容を全て解説した。また総合薬学研究(卒論研究)では，高いレベルの研究活動に早い時期からインター
ンシップ制を利用して参加させる事で，自分で考えて行動する能力を育成しており，その成果は，学術論文として発表すると共

に，成果がまとまり次第薬学会等で発表している。薬剤師が物質である医薬品を扱う職業である以上，物質の性質を理解するた

めに，有機化学は必要不可欠の学問分野であり，全ての教科の基礎でもある。真の応用力を持った薬剤師を育てるためには，有

機化学を完全に習得させることに妥協しない事が大切だと考えている。 
大学院教育について  
学部での基礎教育を基盤として，有機合成の手法を究めることで，さらに高いレベルの研究する能力の習得を目指している。こ

れらの能力の習得は，医療現場で必要とされている，課題を自ら発見し解決する能力を育成することにつながる。また，医薬品

開発をめざす研究者の育成も目的としている。研究の概要については次の項目に記述した。 
 

研究の概要	  
本講座では，大きく分けて次の 3つの研究テーマを中心に研究を展開している． 
１「生理活性天然有機化合物と関連化合物の合成研究」２「新規機能性分子の開発」３｢新しい反応及び触媒の開発｣	 

	 

「生理活性天然有機化合物と関連化合物の合成」  
神経突起伸展活性をもつネオビブサニン類および関連化合物の合成 
１）	 研究の達成目標、その意義・背景 本学薬品物理学講座の福山らによって,サンゴジュよ

り単離された見出されたネオビブサニン Aおよび Bが，NGF の神経突起伸展活性を増強す

O
O

HR2

R1

O

O

R1 = MeO, R2 = Me; Neovibsanin A
R1 = Me, R2 = OMe; Neovibsanin B

2
1
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る作用を有することが明らかにされている．しかし，その作用機序は未だ明らかになっておらず，その解明は新たな認知

症治療薬開発の礎になると考えられる。私たちは、ネオビブサニン類をターゲットの定め，その化学合成に取り組むと共

に，その作用機序解明を目指した。 
２）	 目標達成状況	 これまでに，光親和性標識の合成に成功し，これを用いた活性化合物の受容体候補となるタンパク質の検

出に成功した。また，分化誘導活性をもつ化合物の構造を，ネオビブサニンのコア構造に掛け合わせた，新規化合物の合

成に成功し，ネオビブサニンに初めて，分化誘導活性を持たせることに成功した。	 

３）	 成果の概要と自己評価	 本学の松井らとの共同研究により，構造を単純化した誘導体がマウスの脳に移行することが確認

できたと共に，NGF の受容体である，TrkA の下流のシグナル伝達を増強していることが確認された。また，光親和性標識

体の合成にも成功し，これを用い本学永浜らとの共同研究で，ネオビブサン類の受容体の候補となるタンパク質の検出に

成功した。また，作用機序が異なると予想される他の活性分子と，ネオビブサニンの分子構造を掛け合わせてデザインし

た新規ネオビブサニン誘導体の合成にも成功し，ネオビブサニン系化合物に初めて分化誘導活性を持たせることに成功し

た。以上のように，計画は概ね順調に進行している。 
４）	 今後の課題  現在，PC12細胞を用い，光親和性標識体を用いた，標的タンパク質の検出実験を行っている。得られたタン

パク質の同定が今後の重要な課題である。	 

５）	 外部資金導入実績	 今川	 洋：平成 17 年度科学研究費補助金	 基盤研究 C,神経突起伸展活性を持つビブサニン類及びフラ

ノビブサニン類の合成研究。平成 20 年度科学研究費補助金	 基盤研究 C, 抗痴呆薬の開発を目指したネオビブサニン類及び

ネオビブサニン関連化合物の合成研究。平成 23 年度科学研究費補助金	 基盤研究 C，アルツハイマー病治療薬の開発を目指

したネオビブサニン類の作用機序の解明。	 

６）	 内部・外部との共同研究	 本研究は本学薬品物理化学の福山教授，久保准教授，微生物学教室	 永浜教授，竹原助教，薬

理学教室	 喜多教授，松井講師らとの共同研究である。	 

	 

藻類生長因子サルーシンの合成とその作用機序解明	 

１）	 研究の達成目標，その意義・背景(－)-サルーシンは緑藻類に付着･共生するバクテリアから単離・構造決定された藻類生

長因子で，マキヒトエを用いたアッセイでは最小有効濃度が10–18	 g/mL	 を示す超高活性天然物である．当研究室では，光

学活性サルーシンの全合成を達成すると共に，サルーシンの活性メカニズムを解明する目的で，構造活性相関研究を行い,

様々なサルーシン類縁体の合成を達成している．そして，サルーシンとは逆の生長阻害活性を示す化合物を見出した。ま

た合成したサルーシンの実用化に挑戦し，アオサノリの効率的な陸上養殖技術の開発にも成功している。さらに，サルー

シンの作用機序解明を目的に蛍光標識化された誘導体合成を進めた。	 

２）	 目標達成状況	 BODIPY標識体の合成を達成し，その安定性と活性を評価した。その結果合成した誘導体は，海水中で分解

消光することが明らかとなった。そこで，次に水溶性の蛍光性官能基である BMeS-p-Aに着目し，その標識体合成を目的
に，BMeS-p-A部の合成を行った。	 

３）	 成果の概要と自己評価 	 現在，BMeS-p-A部の合成が進行中であり，残り数段階で完成するまでに迫っている。概ね順順
調に進行している。	 

４）	 今後の課題  今後，BMeS-p-A標識サルーシンの合成を達成し，その化学的安定を評価した後，藻類を用いた活性発現機構
解明に挑戦する予定である。	 	 

５）	 外部資金導入実績	 私立大学研究ブランディング事業	 

６）	 内部・外部との共同研究	 高知大学，徳島大学との共同研究である。	 

	 

2｢新規機能性分子の開発｣	 

核酸の分子認識能を利用した機能性分子の合成 
１）	 研究の達成目標、その意義・背景	 核酸塩基の持つ相補的な水素結合形成能は,低分子化合物をユニットとする分子会合体

の形成に利用可能であると考えられる．そこで，benzene-1,3,5-triyltrimethanolをコアに，三方向に核酸を配置した人工分子
をデザインし，これをユニットとする高次の分子会合体の合成を目的に研究を行った．	 

２）	 目標達成状況	 核酸三量体の合成に成功し，本化合物が核酸誘導体として初めて包接能を持つことを明らかに出来た。ま

た，会合定数の決定に成功した。さらに詳細なスペクトル解析に実施に向けて，化合物の再合成を実施した。 
３）	 成果の概要と自己評価	 アデノシン誘導体の合成効率に課題を抱えるが，計画は着実に前進している． 
４）	 今後の課題	 多量体の合成を目指して，核酸の延長方向を変更し，DNA 合成装置の利用を検討する。また，コンピューター

シュミレーションを用い会合体形成の可能性を検討する。 
５）	 外部資金導入実績	 平成 26 年度科学研究費補助金	 戦略的萌芽研究，分岐型 DNA 合成を基盤とする DNA カプセルおよびＤ
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ＮＡシートの合成	 

６）	 内部・外部との共同研究	 ドッキングシミュレーションで，生薬研究所の高橋准教授と共同研究を行っている。DNA 合成で

は，放射薬化学張教授らとの共同研究を予定している。	 

 

３｢新しい反応及び触媒の開発｣  
長鎖保護基を利用した迅速ペプチド合成法の開発 
１）研究の達成目標、その意義・背景	 長鎖保護基は，ODS に吸着する性質を持つ。この性質を利用して，反応は，速度の速
い液相で行い，反応後の後処理は，ODS に吸着させて固相で行うことで，簡単な濾過で精製する，固相と液相の利点を両方兼
ね備えた，新しいペプチド合成法の開発を行った。また，セーフティーキャッチ型の保護基に発展させることで，アミド結合を

形成しながら長鎖保護基を切り離せる新たな合成手法の開発を進める。 
２）目的達成状況	 本学梅山らによって単離された抗マラリア活性環状ペプチドであるヘテロポダミド C は，構成アミノ酸の
結合位置が未決定であり，合成によるその構造の確認に挑戦し，推定される候補構造の 2つの合成に成功したが，天然物とは一
致しなかった。また，セーフティーキャッチ型の保護基を開発，その応用を進めている。 
３）成果の概要と自己評価	 ヘテロポダミド C の構造決定を早期に完了すると共に，天然の環状ペプチド合成に応用するため
に，セーフティーキャッチ型の保護基の脱保護の効率が不十分であり，反応条件の検討が必要である。	 

４）今後の課題	 セーフティーキャッチ型の保護基の最適条件を見出すのが当面の課題である。	 

５）外部資金導入実績	 なし	 

６）内部・外部との共同研究	 本学生薬学教室梅山明美教授との共同研究である。	 

 

外部誌上発表  

＊	 2013年 1月以降 2017年 12月まで  

[原著論文] 
2017 
1. A New Diphenyl Ether Glycoside from Xylosma longifolium Collected from North-East India Ningombam Swapana, Masaaki Noji, 

Rina Nishiuma, Masahiro Izumi, Hiroshi Imagawa, Yuusuke Kasai, Yasuko Okamoto, Kanako Iseki, Ch. Brajakishor Singh, 
Yoshinori Asakawa, Akemi Umeyama, Nat. Prod. Commun. 2017, 12 (8) 1273-1275. 

2. m-C2B10H11HgCl/AgOTf-Catalyzed Reaction for Reductive Deoxygenation. N. Yamasaki, M. Kanno, K. Sakamoto, Y. Kasai, H. 
Imagawa, H. Yamamoto, Synlett, published online 29, 08, 2017. (selected for the cover of Synlett.) 

3. Total synthesis of polycavernosides A and B, two lethal toxins from red alga. K. Iwasaki, S. Sasaki, Y. Kasai, Y. Kawashima, S. 
Sasaki, T. Ito, M. Yotsu-Yamashita, M. Sasaki, J. Org. Chem. 2017, 82, 13204–13219. 

 
2016 

1. Aryl–Allene Cyclization via a Hg(OTf)
2
-Catalytic Pathway, Hirofumi Yamamoto, Maho Ueda, Naoto Yamasaki, Akiyoshi Fujii, Ikuo 

Sasaki, Kazunobu Igawa, Yusuke Kasai, Hiroshi Imagawa, Mugio Nishizawa, Org Let., 2016, 18 (21), 2864-2867.  
2. New cytotoxic phloroglucinols, baeckenones D–F, from the leaves of Indonesian Baeckea frutescens, Khoirun Nisa, Takuya Ito, 

Takeshi Kodama, Masami Tanaka, Yasuko Okamoto, Yoshinori Asakawa, Hiroshi Imagawa, Hiroyuki Morita, Fitoterapia, 2016, 109, 
236-240.  

3. Chemical Hybridization of Vizantin and Lipid A to Generate a Novel LPS Antagonist, Hirofumi Yamamoto, Masataka Oda, Marina 
Kanno, Shota Tamashiro, Ikuko Tamura, Toshihiko Yoneda, Naoto Yamasaki, Hisanori Domon, Mayo Nakano, Hironobu Takahashi, 
Yutaka Terao, Yutaka Terao, Hiroshi Imagawa, Chem. Pharm. Bull., 2016, 64, 246–257.  

4. Six New Lanostane Triterpenoids from the Fruiting Body of Tyromyces sambuceus and Antiproliferative Activity， Kokudo, N.; 
Okazoe, M.; Takahashi, J.; Iseki, K.; Yoshikawa, K.; Imagawa, H.; Hashimoto, T.; Noji, M.; Umeyama, A., Nat. Prod. Commun. 2016, 
11 (2), 169-172.  

 
2015 
1. 神経突起伸展促進活性を持つネオビブサニン類の合成研究，有機合成化学協会誌，73，9，902-910（2015） 
2. A heterogeneous mercury salt catalyst stabilized by m-carbaborane，Yamamoto, H.; Yamasaki, N.; Hamauchi, H.; Shiomi, S.; Sasaki, 

I.; Seyama, K.; Mima, Y.; Nakano, M.; Kawakami, T.; Miyataka, H.; Kasai, Y.; Imagawa, H. RSC Advances, 2015, 5 (115), 

94737-94742. 
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3. Kaempulchraols I-O: new isopimarane diterpenoids from Kaempferia pulchra rhizomes collected in Myanmar and their 

antiproliferative activity，Win, N.; Ito, T.; Aimaiti, S.; Kodama, T.; Imagawa, H.; Ngwe, H.; Asakawa, Y.; Abe, I.; Morita, H. 
Tetrahedron, 2015, 71(29), 4707-4713. 

4. A new polyoxygenated cyclohexene and a new megastigmane glycoside from Uvaria grandiflora，Ho, D. V.; Kodama, T.; Le, H. T. 
B.; Phan, K. V.; Do, T. T.; Bui, T. H.; Le, A. T.; Win, N. N.; Imagawa, H.; Ito, T.; Morita, H.; Nguyen, H. T. Bioorg. Med. Chem. 
Lett., 2015, 25(16), 3246-3250. 

5. Kaempulchraols A-H, Diterpenoids from the Rhizomes of Kaempferia pulchra Collected in Myanmar, Win, N. N.; Ito, T.; Aimaiti, S.; 
Imagawa, H.; Ngwe, H.; Abe, I.; Morita, H.  
J. Nat. Prod. 2015, 78(5), 1113-1118. 

6. Application of the modified 2-methoxy-2-(1-naphthyl)propionic (MαNP) acid method to steroidal alcohols and the most efficient 
HPLC separation found in diastereomeric MαNP esters. Y. Kasai, N. Harada, Tetrahedron: Asymmetry 2015, 26, 367–376. 

 
 

2014 
1. Vizantin Inhibits Endotoxin-Mediated Immune Responses via the TLR 4/MD-2 Complex, Oda, M.; Yamamoto, H.; Shibutani, M.; 

Nakano, M.; Yabiku, K.; Tarui, T.; Kameyama, N.; Shirakawa, D.; Obayashi, S.; Watanabe, N.; Imagawa, H.; Kurosawa, M.; Terao, 
Y.; Nishizawa, M.; Sakurai, J. Journal of Immunology, 2014, 193(9), 4507-4514. 

2. 	 Total Synthesis of (−)-Thallusin: Utilization of Enzymatic HydrolysisResolution H. Yamamoto, Y. Takagi, T. Oshiro, T. Mitsuyama, I. 
Sasaki, N. Yamasaki, A. Yamada, H. Kenmoku, Y. Matsuo, Y. Kasai, H. Imagaw, J. Org. Chem. 2014, 79, 8850−8855. 

3. Different effect of vitamin D2 and vitamin D3 on amyloid-β40 aggregation in vitro. Suenaga, M, Takahashi, H, Imagawa, H, 
Wagatsuma, M, Ouma, S, Tsuboi, Y, Furuta, A, Matsunaga, Y. Curr Alzheimer Res. 2014, 11(8), 745-54. 

4. Three lanostane triterpenoids with antitrypanosomal activity from the fruiting body of Hexagonia tenuissource, A. Umeyama, C. Ohta, 
Y. Shino, M. Okada, Y. Nakamura, T. Hamagaki, H. Imagawa, M, Tanaka, A. Ishiyama, M. Iwatsuki, K. Otoguro, S. Ōmura, T. 
Hashimoto, Tetrahedron, 2014, 70 (44), 8312–8315. 

5. Opaliferin, a New Polyketide from Cultures of Entomopathogenic Fungus Cordyceps sp. NBRC 106954, Grudniewska, S. Hayashi, M. 
Shimizu, M. Kato, M. Suenaga, H. Imagawa, T. Ito, Y. Asakawa, S. Ban, T. Kumada, T. Hashimoto, A. Umeyama, Org. Lett, 2014, 
16 (18), 4695–4697. 

6. Novel inhibitor of bacterial sphingomyelinase, SMY-540, developed based on three-dimensional structure analysis, M. Oda, H. 
Imagawa, R. Kato, K. Yabiku, T. Yoshikawa, T. Takemoto, H. Takahashi, H. Yamamoto, M. Nishizawa, J. Sakurai, M. Nagahama, J. 
Enzyme Inhib. Med. Chem., 2014, 29 (3), 303-310. 

7. Enzyme inhibition by hydroamination: design and mechanism of a hybrid carmaphycin–syringolin enone proteasome inhibitor. D. B. 
B. Trivella, A. R. Pereira. M. L. Stein, Y. Kasai, T. Byrum, F. A. Valeriote, D. J. Tantillo, M. Groll, W. H. Gerwick, B. S. Moore, 
Chem. Biol. 2014, 21, 782–791. 

8. A general method for the synthesis of enantiopure aliphatic chain alcohols with established absolute configurations. Part 2, via 
catalytic reduction of acetylene alcohol MαNP esters. M. Akagi, S. Sekiguchi, H. Taji, Y. Kasai, S. Kuwahara, M. Watanabe, N. 
Harada, Tetrahedron: Asymmetry 2014, 25, 1466–1477. 

 
2013 
9. Concise synthesis of a probe molecule enabling analysis and imaging of vizantin, H. Yamamoto, M. Oda, M. Nakano, K. Yabiku, M. 

Shibutani, T. Nakanishi, M. Suenaga, M. Inoue, H. Imagawa, M. Nagahama, Y. Matsunaga, S. Himeno, K. Setsu, J. Sakurai, M. 
Nishizawa, Chem. Pharm. Bull. 2013, 61(4) 452–459. 

10. Development of vizantin, a safe immunostimulant, based on the structure−activity relationship of trehalose-6,6′-dicorynomycolate, H. 
Yamamoto, M. Oda, M. Nakano, N. Watanabe, K. Yabiku, M. Shibutani, M. Inoue, H. Imagawa, M. Nagahama, S. Himeno, K. Setsu, 
J. Sakurai, M. Nishizawa, J. Med. Chem. 2013, 56, 381−385. 

11. Yellow pigments, fomitellanols A and B, and drimane sesquiterpenoids, cryptoporic acids P and Q, from fomitella fraxinea and their 
inhibitory activity against COX and 5-LO, K. Yoshikawa, K. Koso, M. Shimomura, M. Tanaka, H. Yamamoto, H. Imagawa, S. 
Arihara, T. Hashimoto, Molecules, 2013, 18, 4181-4191. 

12. High yield total synthesis of (−)-strictinin through intramolecular coupling of gallates. N. Michihata, Y. Kaneko, Y. Kasai, K. 
Tanigawa, T. Hirokane, S. Higasa, H. Yamada, J. Org. Chem. 2013, 78, 4319–4328. 
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13. アキシアル・リッチなグルコースを有するエラジタンニンの合成．山田秀俊，池田泰典，長尾浩平，葛西祐介，有機合成

化学協会誌 2013, 71, 1051–1060. 
 

  
 [著書・訳書] 
1. Chemical diversity of vibsane-type diterpenoids and neurotrophic activity and synthesis of neovibsanin, Kubo, M.; Esumi, T.; 

Imagawa, H.; Fukuyama, Y., Studies in Natural Products Chemistry (2014), 43, 41-78.  
2. PC12 細胞に対する突起伸展促進活性を持つネオビブサニン類の合成ーアルツハイマー病の新しい治療薬をめざしてー	 

今川洋，西沢麦夫，シーエムシー出版，ファインケミカルシリーズ，日本発ブロックバスターを目指してー創薬研究の最

前線ー	 p138 
3. NEW パワーブック物理薬剤学・製剤学（第３版）廣川書店	 分著:金尾義治，安芸初美，柴田信人，飯村菜穂子，山本博文

（第 5章:界面化学），平山文俊，冨田久夫，吉川広之，山下親正，中島孝則，櫻井栄一，田中哲郎	 

	 

［邦文総説・解説等］  
1. A New Catalyst for Organic Synthesis: Mercuric Triflate. M. Nishizawa, H. Imagawa, H. Yamamoto, Org. Biomol. Chem. 8 (3) 

511-521 (2010). 

2. 塩メタセシス反応を用いた効率的触媒反応系の構築と機能性分子探索への応用,山本博文,有機合成化学協会誌, 2017, 75, 
83.	 

	 

口頭発表・学会発表  

2017年.1月〜2017年.12月まで 
日本薬学会年会 137 年会（仙台）2017.3.24-27	 

新規不斉配位子 3,3’-(C2B10H11)2-BINOL の合成	 

作見	 和	 ､山崎	 直人	 ，葛西	 祐介，山本	 博文，今川	 洋，川幡	 正俊，山口	 健太郎	 	 

日本薬学会年会 137 年会（仙台）2017.3.24-27	 

疎水性長鎖アルキル基を有するセーフティーキャッチ型保護基の開発と液相ペプチド合成への適用	 

坂地美咲，玉井淳嗣，葛西祐介，山本博文，今川	 洋	 	 

日本薬学会年会 137 年会（仙台）2017.3.24-27	 

ドッキングシュミレーション解析に基づいた新規リピッド	 A 阻害剤の設計と合成	 

世良	 望，山崎	 直人，中野	 真代，高橋	 宏暢，葛西	 祐介，山本	 博文，今川	 洋	 

日本薬学会年会 137 年会（仙台）2017.3.24-27	 

抗トリパノソーマ活性を有するフェナントレン化合物の合成研究	 

新田浩平，亀井琴乃，葛西祐介，野路征昭，山本博文，梅山明美，今川	 洋	 

日本薬学会年会 137 年会（仙台）2017.3.24-2	 

カルバボラニル水銀トリフラート触媒を利用した Myers 型還元的脱酸素反応の開発	 

山崎	 直人，坂本	 京平，神農麻里奈，葛西祐介，山本博文，今川	 洋	 	 

日本薬学会年会 137 年会（仙台）2017.3.24-2	 

長鎖保護基の性質を利用した天然由来環状ペプチドの合成	 

杉本友美，新居慎也，井下美咲，金城	 茜，中村由佳里，葛西祐介，野路征昭，山本博文，橋本敏弘，梅山明美，今川	 洋	 	 

日本薬学会年会 137 年会（仙台）2017.3.24-2	 

TDCM 誘導体ビザンチンによる血管新生阻害作用の検討	 

北田卓也，山本博文，阿部友美，瀬津弘順，葛西祐介，今川	 洋，井上正久	 	 

日本薬学会年会 137 年会（仙台）2017.3.24-2	 

分子掛け合わせ法による新規ネオビブサニン誘導体の設計と合成	 

栁本剛志，岸本	 卓，清水奈津美，柳井	 翠，小松加奈，杉本実希子，山口仁美，高岸照久，葛西祐介，松井敦聡，久保美和，山

本博文，永浜政博，赤木正明，福山愛保，今川	 洋	 

日本薬学会年会 137 年会（仙台）2017.3.24-2	 

神経栄養因子様化合物 NVC	 (neovibsanin	 core	 structure)の機序についての検討	 

鈴木加奈，中内樹里，近藤静香，清水奈津美，井上みなみ，井西紫乃，柳本剛志，葛西祐介，山本博文，久保美和，福山愛保，



 

徳島文理大学	 薬学部	 年報 
 

6 

今川	 洋，松井敦聡，赤木正明	 	 

第 47 回	 複素環化学討論会	 2017.10.26-28	 

抗水カビ活性を有するオリダマイシン Aの構造活性相関研究	 

山崎直人，伊藤	 卓，葛西祐介，森田洋行，今川	 洋，山本博文	 	 

徳島県高等学校教育研究大会理科学会 2017.8.18	 

自然生命「化学」を基盤とした海藻栽培技術イノベーション（特別講演）山本博文	 

特許 
なし  

社会貢献	 

・	 出張講義（分子の働く不思議な世界—有機化学—）	 今川	 洋	 （2017.6.16，高知	 追手前高校） 
・	 四国全薬学部連携・協同薬学教育改革：基礎薬学（物理・生物・化学）系ＦＤ会議	 基礎薬学から考えた疾患別統合型授業

の目的、関わり方、授業デザインについて	 山本博文（2017.3.1） 
・	 模擬授業（不思議な化学反応からみえてくる薬剤師の重要性）山本博文	 (2017, 9, 19, 富岡東高校)	 
・	 出張講義（不思議な化学反応からみえてくる薬剤師の重要性）山本博文	 (2017, 11, 27, 徳島文理高校) 

管理・運営に係ること	 

今川	 洋：教務副委員長，学生委員会委員長，紀要・研究年報編集会委員長，薬学部自己点検・評価委員会委員長、（全学）退

学者防止委員会副委員長、Newvery研修推進委員会委員、研究委員会委員，大学院教務委員，薬学教育協議会教科検討委員会有
機化学系委員 
山本博文：広報委員，入試広報委員，ホームページ委員，入試出題委員，入試改革委員 
葛西祐介：学生委員, 入試委員（処理），安全対策委員，国家試験対策委員、留学委員、早期体験委員 

その他、新聞報道等  
1. 文理大産アオサノリの養殖を目指して〜藻類生長因子を活用した画期的種苗生産技術の開発と陸上養殖への応用〜	 	 

山本博文,アカンサス通信,	 平成 29 年 4 月,	 Vol.81,	 p10.	 

2. 藻類成長因子サルーシンを利用した初のアオサノリ完全養殖技術について	 平成 29 年 3 月 24 日；NHK ニュースおはよ
う日本，おはよう四国，おはよう徳島，ニュース徳島，とく 6徳島，徳島ニュース 845	 

3. 藻類成長因子サルーシンを利用した初のアオサノリ完全養殖技術について	 平成 29 年 4 月 24 日；NHK ニュースおはよ
う四国	 (松山放送局)	 

4. 研究の現場から：アオサノリ水槽養殖を開発	 平成 29 年 5 月 2 日（毎日新聞）	 

5. 文科省の研究支援事業	 徳島文理ノリ通年養殖を選定	 平成 29 年 11 月 11 日（徳島新聞）	 
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2017 

1. Jiro Kondo*, Yoshinari Tada, Takenori Dairaku, Yoshikazu Hattori, Hisao Saneyoshi, Akira Ono and Yoshiyuki Tanaka, A 
metallo-DNA nanowire with uninterrupted one-dimensional silver array. Nature Chemistry 9, 956-960 (2017). 

2. Jakub Šebera, Yoshikazu Hattori, Daichi Sato, David Řeha, Radim Nencka, Takashi Kohno, Chojiro Kojima*, Yoshiyuki Tanaka*, 
and Vladimír Sychrovský, The mechanism of the glycosylase reaction with hOGG1 base-excision repair enzyme: Concerted effect of 
Lys249 and Asp268 during excision of 8-oxoguanine. Nucleic Acids Research 45, 5231-5242 (2017). 

3. Yoshinori Saito*, Motoki Hidaka, Akané Fukuda, Yasuko Okamoto*, Katsuyuki Nakashima, Motoo Tori, Ryo Hanai*, Xun Gong*, 
Eiji Watanabe, and Chiaki Kuroda*, Intra-specific diversity of the chemical composition of Ligularia lamarum in the Hengduan 
Mountains, China: The structures of four new eremophilanes and a new seco-eremophilane, Phytochemistry Letters 20, 139–145 
(2017). 

4. Masakazu, Sono*; Hitomi, Yamaguchi; Katsuyuki, Nakashima; Motoo, Tori, A. New Diterpenoid and a Lignan from Pinus thunbergii, 
Natural Product Communications, 12, 1181-1184 (2017).  

5. Yoshikazu Hattori, David Heidenreich, Yuki Ono, Toshihiko Sugiki, Kei‑ichi Yokoyama, Ei‑ichiro Suzuki, Toshimichi Fujiwara, and 
Chojiro Kojima*, Protein 19F-labeling using transglutaminase for the NMR study of intermolecular interactions, Journal of 
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Biomolecular NMR 68, 271–279 (2017). 
2016 
6. Kazuki Ishii, Noriko Saito-Tarashima, Masashi Ota, Seigi Yamamoto, Yasuko Okamoto, Yoshiyuki Tanaka, Noriaki Minakawa,* 

Practical synthesis of 4'-selenopurine nucleosides by combining chlorinated purines and 'armed' 4-selenosugar. Tetrahedron, 72, 
6589-6594 (2016) 

7. Takenori Dairaku,* Kyoko Furuita, Hajime Sato, Jakub Šebera, Katsuyuki Nakashima, Jiro Kondo, Daichi Yamanaka, Yoshinori 
Kondo, Itaru Okamoto, Akira Ono, Vladimír Sychrovský,* Chojiro Kojima* and Yoshiyuki Tanaka,* The Structure Determination of 
AgI-mediated Cytosine–Cytosine Base Pair within DNA Duplex in Solution with 1H/15N/109Ag NMR Spectroscopy, Chem. Eur. J. 22, 
13028-13031 (2016).  

8. Takenori Dairaku, Kyoko Furuita, Hajime Sato, Jakub Šebera, Katsuyuki Nakashima, Akira Ono, Vladimír Sychrovský, Chojiro 
Kojima, and Yoshiyuki Tanaka,* HgII/AgI-mediated base pairs and their NMR spectroscopic studies, Inorg. Chim. Acta, 452, 34-42 
(2016).  

9. Vladimír Sychrovský,* Jakub Šebera, Yoshiyuki Tanaka, Akira Ono, The effect of chemical modification of DNA base on binding of 
HgII and AgI in metal-mediated base pairs, Inorg. Chim. Acta, 452, 199-204 (2016).  

10. Martin Dračínský, Michal Šála, Blanka Klepetářová, Jakub Šebera, Jiří Fukal, Veronika Holečková, Yoshiyuki Tanaka, Radim Nencka, 
and Vladimír Sychrovský,* Benchmark Theoretical and Experimental Study on 15N NMR Shifts of Oxidatively Damaged Guanine, J. 
Phys. Chem. B, 120, 915-925 (2016).  

11. Y. Okamoto, M. Taniguchi, K. Terada, K. Nakashima, X. Gong, R. Hanai, M. Tori, C. Kuroda, Diversity in Chemical Constituents of 
Ligularia longihastata Collected in China, Natural product communications (2016), 11(2), 145-148. 

12. Y. Okamoto, M. Taniguchi, K. Nakashima, X. Gong, R. Hanai, C. Kuroda, M. Tori, Chemical Constituents of Ligularia wilsoniana 
Collected in Chongqing, China, Natural product communications (2016), 11(2), 149-152. 

13. K. Nakashima, H. Matsunaga, M. Ito, H. Minami, A. Aiba, N. Fujisaki, M. Tori, Macrocyclization Using RCM Reactions. Synthesis of 
Simple Metacyclophanes and Synthetic Efforts Toward Platycarynol, a 15-Membered Aromatic Ether, Natural product 

communications (2016), 11(8), 1135-1142. 
14. 13C NMR  56, 

288-289 (2016). 
Yoshikazu Hattori and Chojiro Kojima, Lysine 13C-Methylation NMR for Analyses of Interactions and Structural Changes, 

Seibutsu Butsuri 56 288-289 (2016). 
2015 
15. J. Kondo*, Y. Tada, T. Dairaku, H. Saneyoshi, I. Okamoto, Y. Tanaka, A. Ono, High-resolution crystal structure of AgI-RNA hybrid 

duplex containing Watson-Crick-like C-AgI-C metallo-base pairs. Angew. Chem. Int. Ed., 54, 13323-13326 (2015).  
16. T. Dairaku, K. Furuita, H. Sato, Y. Kondo, C. Kojima, A. Ono and Y. Tanaka,* Exploring a DNA sequence for the three-dimensional 

structure determination of a silver(I)-mediated C-C base pair in a DNA duplex by 1H NMR spectroscopy. Nucleosides, Nucleotides 
Nucleic Acids, 34, 877-900 (2015). 

17. T. Dairaku,# K. Furuita,# H. Sato,# J. Šebera,# D. Yamanaka, H. Otaki, S. Kikkawa, Y. Kondo, R. Katahira, F. M. Bickelhaupt, C. 
Fonseca Guerra, A. Ono, V. Sychrovský,* C. Kojima,* and Y. Tanaka,* Direct Detection of the Mercury–Nitrogen Bond in the 
Thymine–HgII–Thymine Base-pair with 199Hg NMR Spectroscopy. Chem. Commun., 51, 8488-8491 (2015). 

18. K. Nakashima, T. Kawano, M. Kumano, H. Kodama, M. Kameoka, A. Yamamoto, R. Mizutani, M. Sono and M. Tori. (2015). What is 
the absolute configuration of (+)-crispatanolide isolated from Makinoa crispata (liverwort)?, Tetrahedron Lett., 56, 4912-4915. 

19. K. Nakashima, Y. Kondo, K. Yoshimasu, M. Sono and M. Tori, Synthesis of Chiral Hexasubstituted Cyclohexanediol, a Key 
Intermediate for the Synthesis of Verticillol, from (+)-Dihydrocarvone; Attempted Cyclization to 12-Membered Carbocycle in 
Verticillol using RCM Reaction, Nat. Prod. Commun., 10, 551-555. 

20. M. Taniguchi, K. Nakashima, Y. Okamoto, X. Gong, C. Kuroda and M. Tori, (2015). Constituents of Ligularia brassicoides Collected 
in China:A New Dieals-Alder Adduct of Eremophilan-10b-ol and Methacrylic Acid, Nat. Prod. Commun., 10(6), 827-830.  

21. Y. Saito, S. Iga, K. Nakashima, Y. Okamoto, X. Gong, C. Kuroda and M. Tori. (2015). Terpenoids from Ligularia virgaurea collected 
in China: the first example of two bakkabe derivatives with an anhydride-type ring C and nineteen new chemical consitituents. 
Tetrahedron, 71, 8428-8435. 

22. Y. Saito, T. Otsubo, Y. Iwamoto, K. Nakashima, Y. Okamoto, X. Gong, C. Kuroda, M. Tori. (2015) Four new sesquiterpenoids from 
Ligularia subspicata collected in China; Isolation of a bakkane-typelactone, an eremophilane-type lactone, and two ortho esters. Nat. 
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Prod. Commun., 10 (6), 831-833. 
23. Saori Kataoka, Kyoko Furuita, Yoshikazu Hattori, Naohiro Kobayashi, Takahisa Ikegami, Kazuhiro Shiozaki, Toshimichi Fujiwara, 

and Chojiro Kojima, 1H, 15N and 13C resonance assignments of the conserved region in the middle domain of S. pombe Sin1 protein, 
Biomolecular NMR Assignment 9, 89-92 (2015). 

24. Kyoko Furuita, Saori Kataoka, Toshihiko Sugiki, Yoshikazu Hattori, Naohiro Kobayashi, Takahisa Ikegami, Kazuhiro Shiozaki, 
Toshimichi Fujiwara, and Chojiro Kojima, Utilization of paramagnetic relaxation enhancements for high-resolution NMR structure 
determination of a soluble loop-rich protein with sparse NOE distance restraints, Journal of Biomolecular NMR 61, 55-64 (2015). 

2014 

25. J. Šebera, L. Trantírek, Y. Tanaka, R. Nencka, J. Fukal, V. Sychrovský,* The activation of N-glycosidic bond cleavage operated by 
base-excision repair enzyme hOGG1; theoretical study of the role of Lys 249 residue in activation of G, OxoG and FapyG. RSC 
Advances, 4, 44043-44051 (2014). 

26. M. Kuriyama, Y. Kondo, and Y. Tanaka,* Pseudoknot interaction-mediated activation of type I hammerhead ribozyme: A new class of 
gene-therapeutic agents. Nucleosides, Nucleotides Nucleic Acids, 33, 466-480 (2014). 

27. M. Kuriyama,# K. Haruta,# T. Dairaku, T. Kawamura, S. Kikkawa, K. Inamoto, H. Tsukamoto, Y. Kondo, H. Torigoe, I. Okamoto, A. 
Ono, E. H. Morita,* and Y. Tanaka* Hg2+-trapping Beads: Hg2+-specific Recognition through Thymine–Hg(II)–Thymine Base Pairing. 
Chem. Pharmaceut. Bull., 62, 709-712 (2014). 

28. J. Šebera, L. Trantírek, J. Fukal, Y. Tanaka and V. Sychrovský* Mechanism of base excision with the hOGG1 DNA repair enzyme 
Chemické Listy, 108, 364–367 (2014). 

29. I. Kratochvílová*, M. Golan, M. Vala, M. Špérová, M. Weiter, O. Páv*, J. Šebera, I. Rosenberg, V. Sychrovský, Y. Tanaka and F. M. 
Bickelhaupt, Theoretical and experimental study of charge transfer through DNA: impact of mercury mediated T-Hg-T base pair. J. 
Phys. Chem. B, 118, 5374-5381 (2014). 

30. J. Kondo*, T. Yamada, C. Hirose, I. Okamoto, Y. Tanaka, A. Ono, Crystal structure of metallo-DNA duplex containing consecutive 
Watson-Crick-like T-Hg(II)-T base pairs. Angew. Chem. Int. Ed., 53, 2385-2388 (2014). 

31. H. Yamaguchi#, J. Šebera#, J. Kondo#, S. Oda, T. Komuro, T. Kawamura, T. Daraku, Y. Kondo, I. Okamoto, A. Ono, J. V. Burda, C. 
Kojima, V. Sychrovský*, Y. Tanaka*, The structure of metallo-DNA with consecutive T-HgII-T base-pairs explains positive entropy 
for the metallo-base-pair formation. Nucleic Acids Res., 42, 4094-4099 (2014). 

2013 

32. J. Šebera, J. Burda, M. Straka, A. Ono, C. Kojima, Y. Tanaka, V. Sychrovský*, Formation of the T-HgII-T Metal-Mediated DNA Base 
Pair; Proposal and Theoretical Calculation of the Reaction Pathway. Chem. Eur. J., 19, 9884-9894 (2013). (DOI: 
10.1002/chem.201300460) (Impact Factor(2012) = 5.831) 

33. K. Inamoto*, Y. Araki, S. Kikkawa, M. Yonemoto, Y. Tanaka, Y. Kondo*, Organocatalytic functionalization of heteroaromatic 
N-oxides with C-nucleophiles using in situ generated onium amide bases. Org. Biomol. Chem., 11, 4438-4441 (2013). 
(DOI:10.1039/c3ob40782a) 

34. M. Yonemoto-Kobayashi, K. Inamoto, Y. Tanaka and Y. Kondo*, Carboxylation of alkynylsilanes with carbon dioxide mediated by 
cesium fluoride in DMSO. Org. Biomol. Chem., 11, 3773-3775 (2013). (DOI: 10.1039/c3ob40760h) 

35. K. Nakashima, N. Kikuchi, T. Takehara, T. Shiozawa, S. Takaoka, M. Tori. (2013). Synthesis of a key intermediate, 
10-acetyl-7-(t-butyldiphenylsilyloxymethyl)-4-methylbicyclo[5.3.0]dec-4-en-1-ol, in the synthesis of pseudolaric acid A, Nat. Prod. 
Commun., 8 (7), 877-881. 

36. R. Mizutani, T. Morimitsu, K. Nakashima, M. Tori. (2013). Synthesis of a hydrindenone in rings C and D of YW3699, Nat. Prod. 
Commun., 8 (7), 949-953. 

37. T. Morimitsu, R. Mizutani, K. Nakashima, Y. Saito, M. Tori. (2013). Use of RCM Reactions for Construction of Eight-membered 
Carbocycles and Introduction of a Hydroxy Group at the Juncture Between 5- and 8-membered Carbocycle, Nat. Prod. Commun., 8 
(7), 883-887. 

38. Yoshikazu Hattori, Kyoko Furuita, Izuru Ohki, Takahisa Ikegami, Harumi Fukada, Masahiro Shirakawa, Toshimichi Fujiwara, and 
Chojiro Kojima*, Utilization of lysine 13C-methylation NMR for protein-protein interaction studies, Journal of Biomolecular NMR 
55, 19-31 (2013). 
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1. A New Diphenyl Ether Glycoside from Xylosma longifolium Collected from North-East India. N. Swapana, M. Noji, R. Nishiuma, M. 

Izumi, H. Imagawa, Y. Kasai, Y. Okamoto, K. Iseki, Ch. B. Singh, Y. Asakawa and A. Umeyama. Nat. Prod. Commun., 12, 1273-1275 
(2017). 
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2. Rumpictuside A: Unusual 9,10-anthraquinone glucoside from Rumex pictus Forssk. W. A. El-Kashak , A. I. Elshamy, T. A. Mohamed , 
A. G. El Gendy , I. A. Saleh , A. Umeyama. Carbohydrate Research, 448, 74-78 (2017). 

3. Phenolic Constituents, Anti-Inflammatory and Antidiabetic Activities of Cyperus Laevigatus L. A. I. Elshamy, M. El-Shazly, Y. M. 
Yassine, M. A. El-Bana, A. Farrag, M. I. Nassar, A. N. Singa, M. Noji, A. Umeyama. Pharmacognosy J. 9(6) 828-833 (2017). 

4. New cytotoxic dihydrochalcone and steroidal saponins from the aerial parts of Sansevieria cylindrica Bojer ex Hook. M. A. Raslan, F. 
R. Melekb, A. A. Said, A. I. Elshamy, A. Umeyama, M. M. Mounier. Phytochemistry Letters 22, 39-43 (2017). 

2016 
1. Six new lanostane triterpenoids from the fruiting body of Tyromyces sambuceus and antiproliferative activity. Kokudo N., Okazoe M., 

Takahashi J., Iseki K., Yoshikawa K., Imagawa H., HashimotoT., Noji M. and Umeyama A. Nat. Prod. Commun., 11, 169-172 (2016).  
2.  Two novel diphenolic metabolites from the inedible mushroom Thelephora palmate. Nishio A., Mikami H., Imagawa H., Hashimoto T., 

Tanaka M., Ito T., Iguchi M., Iseki K., Noji M. and Umeyama A. Nat. Prod. Commun., 11, 1147-1149 (2016). 
3.  In vitro antitrypanosomal activity of the secondary metabolites from the mutant strain IU-3 of the insect pathogenic fungus 

Ophiocordyceps coccidiicola NBRC 100683. Ganaha M., Yoshii K., Ōtsuki Y., Iguchi M., Okamoto Y., Iseki K., Ban S., Ishiyama A., 
Hokari R., Iwatsuki M., Otoguro K., Ōmura S., Hashimoto T., Noji M. and Umeyama A. Chem. Pharm. Bull., 64, 988–990 (2016). 

4. Comparative analysis of transcriptomes in aerial stems and roots of Ephedra sinica based on high-throughput mRNA sequencing. Okada 
T., Seki S., Takahashi H., Noji M., Kenmoku H., Toyota M., Asakawa Y., Suzuki Y., Sugano S., Kanaya S. and Kawahara N. Genomics 
Data, 10, 4-11 (2016). 

5. Cloning and functional analysis of three chalcone synthases from the flowers of safflowers Carthamus tinctorius. Shinozaki J., Kenmoku 
H., Nihei K., Masuda K., Noji M., Konno K., Asakawa Y. and Kazuma K. Nat. Prod. Commun., 11, 1147-1149 (2016) 

2014 
1. Three lanostane triterpenoids with antitrypanosomal activity from the fruiting body of Hexagonia tenuis. Umeyama A., Ohta C., Shino 

Y., Okada M., Nakamura Y., Hamagaki T., Imagawa H., Tanaka M., Ishiyama A., Iwatsuki M., Otoguro K., Omura S. and Hashimoto T. 
Tetrahedron, 70, 8312-8315 (2014).   

2. Opaliferin, a new polyketide from cultures of entomopathogenic fungus Cordyceps sp. NBRC 106954. Grudniewska A., Hayashi S., 
Shimizu M., Kato M., Suenaga M., Imagawa H., Ito T., Asakawa Y., Ban S., Kumada T., Hashimoto T. and Umeyama A. Org. Lett., 16, 
4695-4697 (2014). 

3.  In vitro antitrypanosomal activity of the cyclodepsipeptides, cardinalisamides A-C, from the insect pathogenic fungus Cordyceps 
cardinalis NBRC 103832. Umeyama A., Takahashi K., Grudniewska A., Shimizu M., Hayashi S., Kato M., Okamoto Y., Suenaga M., 
Ban S., Kumada T., Ishiyama A., Iwatsuki M., Otoguro K., Omura S. and Hashimoto T. J. Antibiot., 67, 163-166 (2014). 

4. An improved tolerance to cadmium by overexpression of two genes for cysteine synthesis in tobacco. Nakamura M., Ochiai T., Noji M., 
Ogura Y., Suzuki K., Yoshimoto N., Yamazaki M. and Saito K. Plant Biotech., 31, 141-147 (2014) 

5. Seed dormancy breaking diterpenoids from the liverwort Plagiochila sciophila and their differentiation inducing activity in human acute 
promyelocytic leukemia HL-60 cells. Kenmoku H., Tada H., Oogushi M., Esumi T., Takahashi H., Noji M., Sassa T., Toyota M. and 
Asakawa Y. Nat. Prod. Commun., 9, 915-920 (2014) 

2013 
1. Effect of Farnesyl Caffeate-Induced Apoptosis of Lung Carcinoma Cell Line from Damage to DNA. Kim K-S., Umeyama A., 

Hashimoto T., Cho H-J., Lee J-J. and Takei M. Pharmacol. Pharm., 4, 689-695 (2013). 

:

2014 
1. P  1  (2014) 
2. - S

SR CC 	  
2013 

 ( R 	 

 
 

 

1. u p a

198



 
 

6 

137  ( ) 2017. 3.24-27  

2. u e P450

137  ( ) 2017. 3.24-27  

3. Rumpictuside A: unusual 9,10-anthraquinone glucoside from Rumex pictus Forssk, Abdelsamad I. Elshamy, Walla El-Kashak, Tarik 

Mohamed, Abd El-Nasser El Gendy, Mohamed-Elamir Hegazy, Masaaki Noji, Akemi Umeyama, 64  ( )

2017. 9.9-10  

4. u e P450 r

64  ( ) 2017. 9.9-10   
 
 

 
 
 
 

) 2 D 866P u M

B 6 DB .E M

r p ( 0D

M

M

M

r M

l

M

) u P

M

) M

( M

) M

[ [ M

( ) M

M

 
[ ,

COC
 

+�������+������+')%& 	���+')%&7)(  ���+ !

 
 

 

:

28-30 u P

16K08314 

25-27 u

199



 
 

7 

P 25460145 

) ) pHu u e

a M 

200



 
 

1 

Laboratory of Biochemistry  

 
 

  2005  4  1 2007  4  1 2008  4  1  
1991  3   

 
 2009  4  1  

2003  3   
 

  2012  4  1  
2012 3     

1000  
 

 
 

1. 1 2      
2. 2 2       
3. 1 4     
4. ]     
5.    
6. 6    
7. 6    
8. 3      
 

 
1. 1 1      
2. 2 2      
3. 1 3     
4. 2 3     
5. 1    
7.     
8. 6    
9. 1 1                
 

[ 
1.  

1 ]

] [ Newton Press B. Alberts ]

[  
2 2 P [

[ [ F

] ] [

[  

201



 
 

2 

1 2
[ [ ] ] [  

2 2 P

[ [ ]

] [  
1 4 [

]  
] [ 1  

[ [

DNA ] PCR  
] , ] [

[  
5 ]] i

C ] [  
] [ [ ]

i  
1 1

] ] [  
 

4, 5, 6 [ 1
i] [ [ [

] F  
i 4, 5, 6 F  

 
2.  

[ ] [

[ 1 6 C

[  
1 2

] ]  
 

3 3 [ 6
C  N ]

[  
 

3. ]  
1 C DNA DNA [  

 
4. F  

 
1 2   30  
2 2   30  

3   10  
2  5  

1 4  30  
] 5, 6  10  

6  50  
1  20  

 

202



 
 

3 

5 1 30  
6 2 30  

3 40  
5 5  

5 5  
 

3 40  
          6 40  

1 1     20  
 

 

 
I.

2009
N ] [ C  

 
 

] N [ NS1 C [

NS1 ] N ] NS

NP C ]

NP [ [ NP
C ] [ NP C ] NP HAT [

[ p300/CBP pCAF GCN5 ] NP
p300 NP pCAF] GCN5 NP  
 

RNA PA  
RNA RNA PA PB1 PB2 3 N

mRNA N iR PA [ mRNA 5'-
] ] [ mRNA N PA

N NAT2] P GCN5-related N-acetyltransferases PCAF
GCN5 NP ] PCAF
GCN5 C p300/CBP PA N

] PA N
iR 7 PA F 8 p300/CBP PCAF GCN5 F 9

CoAi CoA
PA PCAF] GCN5

N p300/CBP N [

N PA N p300/CBP F

CoA] [ PA CoA F

PA PA
PCAF N PA p300/CBP i GCN5

PA N 3 PA F

PA PA [

] N [ PA F

[ PA
 

 
 

203



 
 

4 

R 118 [

A ] ] 6
C Gentiana kurroo Royle

N G. kurroo i

N [ R i [

G. kurroo

MDCK [ MTT
] A/PR/8/34 (H1N1) MDCK NS ] i C P

NS MDCK NS ]

G. kuroo 12.5 100 µg/ml ] MDCK ]

] N 100 µg/ml
72 N ] A/PR/8/34

] i A/PR/8/34

G. kurroo ] A
N ]

N  
 

 
 
II. iPS 	  
 

N 4 1 ]

iPS hiPSCs C LIF
SNL76/7 SNL (MEF) N

N hiPSCs DE ]

SNL 20 N hiPSCs 201B7 253G1 SNL MEF DE
Activin A [DE ] MEF SNL] [ DE C FOXA2

SOX17 CXCR4 SNL  MEF N 201B7 RNA
] SMAD [ ]

i MEF X C XIST [ N qPCR
MEF SNL] [ KLF4 KLF5 LEFTY1 LEFTY2

hiPSCs SNL MEF DE ]

] [ hiPSCs DE
] F  

N [ NS C ]

[ [ C

C ] [

N [ N

C ] ] [ [

C ] i

Illicium jiadifengpi N C

[ N 310.11 C 2
C ] [

iPS iPS [ ]

] [

204



 
 

5 

[ [

NS iPS ] CCN2(CCN family 2)/CTGF (connective 
tissue growth factor) CCN ]

] CCN2
] CCN ] F

[ ] [ ] [ [  
 

 [ ] 
(C) ] 1,560

360  
 I

 600  
 

 

2 3

2017  
1. Shoji M, Woo SY, Masuda A, Win NN, Ngwe H, Takahashi E, Kido H, Morita H, Ito T, Kuzuhara T. Anti-influenza virus activity of 

extracts from the stems of Jatropha multifida Linn. collected in Myanmar. BMC Complementary and Alternative Medicine, 17:96, 
2017.  

2. Kato Y.S., Tanokura M., Kuzuhara T. NMR spectra of PB2 627, the RNA-binding domain in influenza A virus RNA polymerase 
that contains the pathogenicity factor lysine 627, and improvement of the spectra by small osmolytes. Biochemistry and Biophysics 
Reports, 12, 129–134, 2017. 

3.  Hemmi M, Tachibana M, Fujimoto N, Shoji M, Sakurai F, Kobiyama K, Ishii KJ, Akira S, Mizuguchi H. Th17 promotes induction 
of antigen-specific gut-mucosal CTLs following adenovirus vector vaccination. Frontiers in Immunology, 8: 1456, 2017. 

4. Aonuma H, Totani Y, Kaneda M, Nakamura R, Watanabe T, Hatakeyama D, Dyakonova VE, Lukowiak K, Ito E. (2017) Effects of 
5-HT and insulin on learning and memory formation in food-deprived snails. Neurobiology of Learning and Memory, 148: 20-29.  

5. Sunada H, Watanabe T, Hatakeyama D, Lee S, Forest J, Sakakibara M, Ito E, Lukowiak K. (2017) Pharmacological effects of 
cannabinoids on learning and memory in Lymnaea. Journal of Experimental Biology, 220: 3026-3038. 

6. Aonuma H, Kaneda M, Hatakeyama D, Watanabe T, Lukowiak K, Ito E. (2017) Weak involvement of octopamine in aversive taste 
learning in a snail. Neurobiology of Learning and Memory, 141: 189-198.  

 

2016  
1. Shoji M, Nishioka M, Minato H, Harada K, Kubo M, Fukuyama Y, Kuzuhara T. Neurotrophic activity of jiadifenolide on neuronal 

precursor cells derived from human induced pluripotent stem cells. Biochemical and Biophysical Research Communications, 470 (4), 
2016, 798–803.  

2. Shirayama R, Shoji M, Sriwilaijaroen N, Hiramatsu H, Suzuki Y, Kuzuhara T. Inhibition of PA endonuclease activity of influenza 
virus RNA polymerase by Kampo medicines. Drug Discoveries & Therapeutics. 2016; 10(2): 109-113. 

3. Aonuma H, Kaneda M, Hatakeyama D, Watanabe T, Lukowiak K, Ito E. Relationship between the grades of a learned aversive- 
feeding response and the dopamine contents in Lymnaea. Biology Open. 2016; 5: 1869-1873. 

4. Tsuzuki S*, Tachibana M*, Hemmi M, Yamaguchi T, Shoji M, Sakurai F, Kobiyama K, Kawabata K, Ishii KJ, Akira S, Mizuguchi 
H. *equally contributed. TANK-binding kinase 1-dependent or -independent signaling elicits the cell type- specific innate immune 
responses induced by the adenovirus vector. International Immunology, 2016, 28 (3): 105-115. 

2015  
5. Shoji M, Arakaki Y, Esumi T, Kohnomi S, Yamamoto C, Suzuki Y, Takahashi E, Konishi S, Kido H, Kuzuhara T. Bakuchiol Is a 

Phenolic Isoprenoid with Novel Enantiomer-selective Anti-influenza A Virus Activity Involving Nrf2 Activation. J. Biol. Chem. 
2015, 290(46): 28001-28017. 

6. Yamagishi M, Hatakeyama D, Watanabe T, Fujito Y, Dyakonova V, Lukowiak K. (2015) Memory block: A consequence of conflict 
resolution. Journal of Experimental Biology. 218: 1699-1704. 

7. Yamagishi M, Watanabe T, Hatakeyama D, Ito E. (2015) Effects of serotonin on the heartbeat of pond snails in a hunger state. 
BIOPHYSICS, 11: 1-5. 

 
2014  

8.  Hatakeyama D, Shoji M, Yamayoshi S, Hirota T, Nagae M, Yanagisawa S, Nakano M, Ohmi N, Noda T, Kawaoka Y, Kuzuhara T. 
A novel functional site in the PB2 subunit of influenza A virus essential for acetyl-CoA interaction. RNA polymerase activity. and 
viral replication. J. Biol. Chem. 2014; 289(36): 24980-94. 

205



 
 

6 

9.  Hiasa M, Kurokawa M, Akita H, Harada M, Niki K, Ohta K, Shoji M, Echigo N, Kuzuhara T. Suppression of increased blood 
glucose levels in mice by Awa-ban tea following oral administration of mono- and disaccharides. Journal of Functional Foods. 8. 
188–192. 2014 

10. Mita K, Okuta A, Okada R, Hatakeyama D, Otsuka E, Yamagishi M, Morikawa M, Naganuma Y, Fujito Y, Dyakonova V, Ken 
Lukowiak, Ito E. What are the elements of motivation for acquisition of conditioned taste aversion? Neurobiology of Learning and 
Memory. 107: 1-12. 2014. 

11. Hemmi M, Tachibana M, Tsuzuki S, Shoji M, Sakurai D, Kawabata K, Kobiyama K, Ishii KJ, Akira S, Mizuguchi H. The Early 
Activation of CD8+ T Cells Is Dependent on Type I IFN Signaling following Intramuscular Vaccination of Adenovirus Vector. 
BioMed Research International Volume 2014 (2014). Article ID 158128. 6 pages 

 

2013  
12. Hiasa M, Isoda Y, Kishimoto Y, Saitoh K, Kimura Y, Kanai M, Shibasaki M, Hatakeyama D, Kirino Y, Kuzuhara T.  Inhibition of 

monoamine oxidase A and stimulation of behavioural activities in mice by the inactive prodrug form of the anti-influenza agent 
oseltamivir. British Journal of Pharmacology. 169. 115–129. 2013. 

13. Shoji M, Takahashi E, Hatakeyama D, Iwai Y, Morita Y, Shirayama R, Echigo N, Kido H, Nakamura S, Mashino T, Okutani T, 
Kuzuhara T. Anti-influenza activity of C60 fullerene derivatives. PLoS ONE 8(6): e66337. 2013. 

14. Hiasa M, Kurokawa M, Ohta K, Esumi T, Akita H, Niki K, Yagi Y, Echigo N, Hatakeyama D, Kuzuhara T. Identification and 
purification of resorcinol. an antioxidant specific to Awa-ban (pickled and anaerobically fermented) tea. Food Research International. 
54 (2013) 72-80 

15. Tsurumura T, Qiu H, Yoshida T, Tsumori Y, Hatakeyama D, Kuzuhara T, Tsuge H. Conformational Polymorphism of m(7)GTP in 
Crystal Structure of the PB2 Middle Domain from Human Influenza A Virus. PLoS One. 8(11):e82020. 2013. 

16. Hatakeyama D, Okuta A, Otsuka E, Lukowiak K, Ito E. (2013) Consolidation of long-term memory by insulin in Lymnaea is not 
brought about by changing the number of insulin receptors. Communicative & Integrative Biology. 6: e23955. 

17. Murakami J, Okada R, Sadamoto H, Kobayashi S, Mita K, Sakamoto Y, Yamagishi M, Hatakeyama D, Otsuka E, Okuta A, Sunada 
H, Takigami S, Sakakibara M, Fujito Y, Awaji M, Moriyama S, Lukowiak K, Ito E. (2013) Involvement of insulin-like peptide in 
long-term synaptic plasticity and long-term memory of the pond snail Lymnaea stagnalis. Journal of Neuroscience. 33: 371-383. 

18. Matsuura M, Somboonthum P, Murakami K, Ota M, Shoji M, Kawabata K, Mizuguchi H, Gomi Y, Yamanishi K, Mori Y. Novel 
polyvalent live vaccine against varicella-zoster and mumps virus infections. Microbiology and Immunology (2013) 57 704-714. 

 

2 3

1. 2017
137: 205-214. 

2 3

1. . . pp. 21-60. . 2014. 
2. . DNA pp. 183-225. . . 2013. 
3. Hatakeyama D. Tierling S. Kuzuhara T. Müller U. Chapter 10. Epigenetic regulation of gene expression in the nervous system. 

Methods in Neuroethological Research. pp. 151-171. Eds. Ogawa. H. Oka K. Springer. 2013. 
 

 [ ] 
1. 136  

��	
�������� 2017 3  
2. 27   RNA

2015 10  
3. The Best Presentation Award The Inaugural Symposium of the Phytochemical Society of Asia (ISPSA) 2015, Novel 

natural chemicals to block the interacting activities in RNA-dependent RNA polymerase of influenza A virus with acetyl-CoA and 
5’-cap 2015 9  

4. 2017  
 

 

2017 12  
 
1.  (NP)] VP40

137 , 2017 3 24 27 ,  
2. , , , , , , ,  

10 C , 2017 10 13 , 
 

206



 
 

7 

3. , , , , , Nwet Nwet Win, ,  Gentiana 

kurroo Royle 65 , 2017
10 24 26 ,  

	  
. ] 0.

	  

	  
. ,

F

	  

0.

C 

 
A

 
Frontiers in Microbiology and Plant Science Editor 

 
 

 
 

 
A

C i

Frontiers in Microbiology paper review 
PLoS One paper review 
Reviews on Recent Clinical Trials paper review 
Scientific Reports paper review 
 
A

PloS One  paper review 
BMC Complementary and Alternative Medicine  paper review 2  
International Journal of Nanomedicine  paper review 2  
International Journal General Medicine  paper review 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
4 6 FD  

 
 

OSCE (ST5 )  

207



 
 

8 

 

208



 
 

1 

� �

Microbiology 

 

 

6

6

(

6

ε

, , ,  
, , , 6 ,  

1 , ,  , ,  
A , , , δ  

 
	 

, , δ  

 
 

(

P 67 8

7 8 P P

67 8P

67 8

P P9 6 6

67 18P P

67 8P S

6 6

P P9 6 H P9 6 
15 90 / 15 90 / 15 90

/ 1 4 90 / 10 4 /  
15 90 /  

 

209



 
 

2 

(

P

P 6 6

H ε P 6

P 6 

 

P9 α β ε ι S P

6 
α  

P9 α PLC
SMase 60

6 0 S S

0 6 P 0 P

0 S S 6 0

X 6 S α
6 

β  
P9 β S 6β

P 7α Pore forming toxin(PFT)P9 6P2X7 (P2X7R)
P P2X7R P β 6 P2X7R

HEK293-P2X7R P β 6 1 P2X7R
Pannexin1(Panx1) Panx1 ATP P

6 β THP-1 P2X7R Panx1
P 6 

ε  
ε P PFTP9 6ε

(SM) 6 (N-SMase)
(GW)P ε 6ε P (Cer)α

GWP 6 N-SMase siRNAP P ε 6

P ε P N-SMase 6

SM Cer P ε P

6 
 ι  

ι P (Ia) N (Ib)
P 6 Ib�������� LSR	��
����������LSR N 10

25 50 100 LSR P H Ib
6 25 LSR Ib S 10 P

6 S Ib LSR N 6

P9 6 

 

2013 
1. Hirofumi Yamamoto, Masataka Oda, Mayo Nakano, Naoyuki Watanabe, Kenta Yabiku, Masahuro Shibutani, Masahisa Inoue, Hiroshi 

Imagawa, Masahiro Nagahama, Seiichiro Himeno, Kojun Setsu, Jun Sakurai, Mugio Nishizawa, Development of Vizantin, a safe 
immunostimulant, based on the structure- activity relationship of trehalose-6,6'-dicorynomycolate. J. Med. Chem. 56, 381-385. 

3. Masataka Oda, Aoi Fujita, Kensuke Okui, Kazuaki Miyamoto, Masahiro Shibutani, Teruhisa Takagishi, Masahiro Nagahama, Bacillus 
cereus sphingomyelinase recognizes ganglioside GM3. Biochem. Biophys. Res. Commun. 431, 164-168 (2013) 

4. Toshiharu Tsurumura, Yayoi Tsumori, Hao Qiu, Masataka Oda, Jun Sakurai, Masahiro Nagahama, Hideaki Tsuge, Arginine 
ADP-ribosylation mechanism based on structural snapshots of iota-toxin and actin complex. Proc. Natl. Acad. Sci. USA. 110,  
4267-4272. 

210



 
 

3 

5. Hirofumi Yamamoto, Masataka Oda, Mayo Nakano, Naoyuki Watanabe, Kenta Yabiku, Masahuro Shibutani, Nakanishi T, Midori 
Suenaga, Masahisa Inoue, Hiroshi Imagawa, Masahiro Nagahama, Yoichi Matsunaga Y, Seiichiro Himeno, Kojun Setsu, Jun Sakurai, 
Mugio Nishizawa, Concise Synthesis of a Probe Molecule Enabling Analysis and Imaging of Vizantin. Chem. Pharm. Bull. 61, 
452-459. 

6. Masahiro Nagahama, Masataka Oda, Keiko Kobayashi, Sadayuki Ochi, Teruhisa Takagishi, Masahiro Shibutani, Jun Sakurai, A 
recombinant carboxy-terminal domain of alpha-toxin protects mice against Clostridium perfringens. Microbiol. Immunol. 57, 340-345. 

7. Masahiro Nagahama, Masahiro Shibutani, Soshi Seike, Teruhisa Takagishi, Masataka Oda, Keiko Kobayashi, Jun Sakurai, The p38 
MAPK and JNK pathways protect host cells against Clostridium perfringens beta-toxin. Infect. Immun. 81, 3703-3708. 

2014 
1. Masataka Oda, Hiroshi Imagawa, Ryoko Kato, Kenta Yabiku, Yoshikawa T, Takemoto T, Takahashi H, Hirofumi Yamamoto, Mugio 

Nishizawa, Jun Sakurai, Masahiro Nagahama, Novel inhibitor of bacterial sphingomyelinase, SMY-540, developed based on 
three-dimensional structure analysis. J. Enzym. Inhib. Med. Chem. 29, 340-345. 

2. Masahiro Nagahama, Chihiro Takahashi, Kouhei Aoyanagi, Ryo Tashiro, Keiko Kobayashi, Yoshihiko Sakaguchi, Kazumi Ishidoh, Jun 
Sakurai. Intracellular trafficking of Clostridium botulinum C2 toxin. Toxicon 82, 76-82.  

3. Masataka Oda, Hirofumi Yamamoto, Masahiro Shibutani, Mayo Nakano, Kenta Yabiku,  Takashi Tarui, Naoya Kameyama, Daiki 
Shirakawa, Obayashi, S., Watanabe, N., Hiroshi Nakase, Midori Suenaga, Yoichi Matsunaga, Masahiro Nagahama, Takahashi, H., 
Hiroshi Imagawa, Mie Kurosawa, Yutaka Terao, Mugio Nishizawa and Jun Sakurai. Vizantin inhibits endotoxin-mediated immune 
responses via the Toll-like receptor 4/MD-2 complex. J. Immunol. 193, 4507-4514.  

2015 
1. Teruhisa Takagishi, Masataka Oda, Michiko Kabura, M. Kurosawa, K. Tominaga, S. Uran, Y, Ueda, Keiko Kobayashi, T. Kobayashi, Jun 

Sakurai, Yutaka Terao, Masahiro Nagahama. Clostridium perfringens alpha-toxin induces GM1a clustering and TrkA phosphorylation in 
the host cell membrane. PLoS one 10, e0120497.  

2. Masahiro Nagahama, Akiko Ohkubo, Yoshito Kinouti, Keiko Kobayashi, Kazuaki Miyamoto, Masaya Takehara, Jun Sakurai. Clostridium 
perfringens TpeL induces the formation of stress fibers via activation of RhoA-ROCK signaling pathway. Biol. Pharm. Bull. 38, 
732-739. 

3. Kazuaki Miyamoto, Soshi Seike, Teruhisa Takagishi, Kensuke Okui, Masataka Oda, Masaya Takehara, Masahiro Nagahama. 
Identification of the replication region in pBCNF5603, a bacteriocin-encoding plasmid, in the enterotoxigenic Clostridium perfringens 
strain F5603. BMC Microbiol. 15:118, doi:10.1186/s12866-015-0443-3).  

4. Masahiro Nagahama, Soshi Seike, Hidenori Shirai, Teruhisa Takagishi, Keiko Kobayashi, Masaya Takehara, Jun Sakurai. Role of P2X7 
receptor in Clostridium perfringens beta-toxin-mediated cellular injury. Biochim. Biophys. Acta 1850, 2159-2167.  

2016 
1. Soshi Seike, Kazuaki Miyamoto, Keiko Kobayashi, Masaya Takehara, Masahiro Nagahama. Clostridium perfringens delta-toxin induces 

rapid cell necrosis. PLoS one 11, e0147957.  
2. Masaya Takehara, Teruhisa Takagishi, Soshi Seike, Kaori Ohtani, Keiko Kobayashi, Kazuaki Miyamoto, Tohru Shimizu and Masahiro 

Nagahama. Clostridium perfringens α-toxin impairs innate immunity via inhibition of neutrophil differentiation. Sci. Rep. 6, 28192. 
3. Teruhisa Takagishi, Masataka Oda, Masaya Takehara, Keiko Kobayashi and Masahiro Nagahama. Oligomer formation of Clostridium 

perfringens epsilon-toxin is induced by activation of neutral sphingomyelinase. Biochim. Biophys. Acta 1858, 2681-2688.  
4. Masaya Takehara, Teruhisa Takagishi, Soshi Seike, Kyohei Oishi, Yoshino Fujihara, Kazuaki Miyamoto, Keiko Kobayashi, Masahiro 

Nagahama. Clostridium perfringens α-toxin Impairs Lipid Raft Integrity in Neutrophils. Biol. Pharm. Bull. 39,1694-1700. 
5. Soshi Seike, Masaya Takehara, Keiko Kobayashi and Masahiro Nagahama. Role of pannexin 1 in Clostridium perfringens 

beta-toxin-caused cell death. Biochim. Biophys. Acta 1858, 3150-3156. 
2017 
1. Masahiro Nagahama, Masaya Takehara, Teruhisa Takagishi, Soshi Seike, Kazuaki Miyamoto, Keiko Kobayashi. Cellular uptake of 

Clostridium botulinum C2 toxin requires acid sphingomyelinase activity. Infect. Immun. 85, e00966-16.  
2. Susanne M. Krug, Tomohiro Hayaishi, Daisuke Iguchi, Akihiro Watari, Azusa Takahashi, Michael Fromm, Masahiro Nagahama, Hiroyuki 

Takeda, Yoshiaki Okada, Tatsuya Sawasaki, Takefumi Doi, Kiyohito Yagi, Masuo Kondoh. Angubindin-1, a novel paracellular 
absorption enhancer acting at the tricellular tight junction. J. Control. Release. 260, 1-11. 

3. Masaya Takehara, Soshi Seike, Teruhisa Takagishi, Keiko Kobayashi, Masahiro Nagahama. Peptidoglycan accelerates granulopoiesis 
through a TLR2- and MyD88-dependent pathway. Biochem. Biophys. Res. Commun. 487, 419-425. 

4. Teruhisa Takagishi, Masaya Takehara, Soshi Seike, Kazuaki Miyamoto, Keiko Kobayashi, and Masahiro Nagahama. Clostridium 
perfringens α-toxin impairs erythropoiesis by inhibition of erythroid differentiation. Sci. Rep. 7, 5217. 

 
]

1. Masahiro Nagahama (2013) Vaccines against Clostridium perfringens alpha-toxin. Curr. Pharm. Biotechnol. 14, 913-917  
2. Masahiro Nagahama, Masataka Oda, Hideaki Tsuge and Keiko Kobayashi (2015) Enteric toxins of Clostridium perfringens: Beta-toxin, 

tpeL, epsilon-toxin and iota-toxin. Molecular Medical Microbiology, 2nd, Y. Tang et al. Eds.,Vol. 2, Chapter 56, p997-1013, 
Academic Press. 

3. Masahiro Nagahama, Sadayuki Ochi, Masataka Oda, Kazuaki Miyamoto, Masaya Takehara, Keiko Kobayashi. (2015) Recent insights 
into Clostridium perfringens beta-toxin. Toxins 7, 396-406. 

4. Masataka Oda, Yutaka Terao Jun Sakurai, Masahiro Nagahama. (2015) Membrane-binding mechanism of Clostridium perfringens 
alpha-toxin. Toxins 7, 5268-5275.  

5. Masaya Takehara, Teruhisa Takagishi, Soshi Seike, Masataka Oda, Yoshihiko Sakaguchi, Junzo Hisatsune, Sadayuki Ochi, Keiko 
Kobayashi, Masahiro Nagahama. (2017) Cellular entry of Clostridium perfringens iota-toxin and Clostridium botulinum C2 toxin. 
Toxins. 9, 247  

 
]

211



 
 

4 

[

1. II 4 III. , 2016  

[ ] 
 

 

 1. α , 4 , , 90 29 3  
2. 2 4  90

29 3  
3. 0 4

90 29 3  
4. 1 ) 4

90 29 3  
5. 3 , 4

90 29 3  
6. , 4 , , , 64

29 7  
7. α , 4 , , , 29

29 8  
8. C2 , 4

, 29 29 8  
9. α , 4 , , , 70

29 10   
10. C2 , 4β , , , , 56

29 10   
11. α , 4 , , , , 56

29 10   
12. C2 , 4 , , ,  

ConBio2017 2017 29 12  
 

 

 
1. , , , 2009-7950 
 

1. X  
1)  ,  2)   
3) ,  4)  

2. 28 ..,	  ,  
,  

 

)

1. , 2. , 3.  
4. , 5. , 6.  
7. , 8. RI , 9. , 10. FD  
11. , 12. , 13.  
14. , 15.  
16. , 17. , 18. OSCE  
 

 

 

1. , 徳島新聞, 2012 24 11 7  

212



 
 

5 

2. S ε , 徳島新聞, 2008 20 5
12  

3. 7 8 , 日刊工業新聞, 2006 18
5 12  

4. , 日本経済新聞, 2006 18 5 12  

5. , 化学工業日報, 2006 18 5 12  
 

29 2017 10  
2. 29 29 abstract 2016 7  
3. 28 63 2016 7  
4. 27 68 2015 10
5. 27 62 2015 7
6. 26 61 2014 9
7. 24 86 2013 3
8. 24 51 2012 11
9. 24 51 2012 11
10. , 24 1 β 2012 12
11. 23 50 2011 11   
12.  23 50 2011 11  
13. 23 84 2011 9  
14. 22 49 2010 11  
15. 22 49 2010 11  
16. 21 57 2010 7  
17. 21 20 β  2010 6  
  

 
 

 
 

213



 
 

1 

	 

 
	 

	 0

	 

	 

0

	 

0

	 	 	 9 	 	 	 0

 
6  

1. 1   
5 4 8

0 60

2. 2   
8 5

0 8 0

3. B	 2  

0

4. 3  
9 0

5 0 
5. 3  

8 0 
6. 3  

5

Team based learning 0 
7. 4   

0 
8. 4   

9 1

0 ―
8 0 

9. 5  

4 5  Nutrition Support Team (NST)

214



 
 

2 

0 
10. 5   

8

8 6

5 0 
11. 3   

( ) 5 9

0  
12. 6  

6 85

6

0 
13. 4, 5, 6  3   

6

60 
9 0 4

6 0 6 0

4 5 PowerPoint 6 0 
2017 6 6 0 0 

1. ZIP8 123063  
2. S1 S2 S3 ROS 123097  
3. DDC 123050  
4. EGFR 123037  
5. HL-60 proteinase 3 123066  
 

4  
1.  

6 5 4 0

6 Zn Mn Fe
6 5 9 0 29 2  

2.
5 9

0 
3.   
4.   

29  
 

 
 

9 9

9 9 2

3 5 0 
2017  

1.  
2.  
3. 8  
 

 

215



 
 

3 

1.  
5 in vitro  

Cd 8 0 albumin β2-microgloblin β2-MG

0 9 9 5 50

5 in vitro 0albumin transferrin β2-MG metallothionein

MT liver-type fatty acid binding protein L-FABP 8 vitamin D binding protein VDBP 6 FITC

S1 5

0 flow cytometry

0 Cd 24 S1

0   

Cd, Mn ZIP8 Cd, Mn  
ZIP8 Zn Cd2+ Mn2+ 0

85 SLC39A8 ZIP8 4 0ZIP8 Val33Met Ser335Thr 4 5

Gly38Arg Ile340Asn 8 Gly38Arg Mn 5

8 Mn Mn 4

5 0 4 ZIP8 Mn Cd
0ZIP8 ZIP8 DT40 B 8 HEK293 hZIP8 WT hZIP8

Mn 0 ZIP8 C
Ser335Thr, Ile340Asn Mn 9 0 9 N Val33Met, 

Gly38Arg Mn 9 0N C 6 9

4 0   
S1, S2, S3  

S1, S2, S3 Mn cisplatin 4 0

ROS 4 9 5 S1, S2, S3 5

0 S1 S2 S3 H2O2 5 5 0

4 kidney injury molecule (kim-1), clusterin S3 85 H2O2

0ROS 1 S1, S2, S3 S3
85 5 9 0 S3 H2O2 4 0

 
2.  

0 5

RNA 5 0 3 5

4 0 0 
RNA  

SH-SY5Y 24 RNA Affymetrix Transcriptome Array
5 9 mRNA 0

4 5 0 5 5 0  
 

 
HL-60

5 0DNA microarray 9 4

proteinase 3 0proteinase 3 5 9 proteinase 3
5 5 0 proteinase 3

5 0Proteinase 3 HL-60
5 5 0   

3.  
B 4

0 9 7

216



 
 

4 

9 0 5 Rajshahi Hossain 2017
0 2018 1-2 0  

 
 

Cd in vitro
0 Cd 1 5

4 0 RNA 56 5 0

8 proteinase 3 0 
 

 
Cd, Mn, As Pt 5 5 5

5 0 5 5

6 50 
 
 

 
B 28-31 2 8 3 420

29  
C 27-29 2 3  110

29  
B 28-30 2 8 3

5 29  
 

3 28-30
540 29  

 
 

 
University of Rajshahi, Department of Biochemistry and Molecular Biology, Bangladesh K. Hossain

8 5 0

  
Suthipong

5 0   
DT40 5

8 5 0   
8

Laser Ablation ICP-MS 5 5 0   
8

5   
Toronto Templeton 8

0   
Spring88 PIXE 5

5 0 in vitro 5 0

 
Caco-2 DcytB 8 DcytB

5 0   

217



 
 

5 

 

2013 1 2017 12  

 [ ] 
2017 
1. Fujishiro, H., Liu, Y., Ahmadi, B., Templton, D. M. (2017) Protective effect of cadmium-induced autophagy in rat renal mesangial cells. 

Arch. Toxicol. (in press) 
2. Fujishiro, H., Hamao, S., Tanaka, R., Kambe, T., Himeno S. (2017) Concentration-dependent roles of DMT1 and ZIP14 in cadmium 

absorption in Caco-2 cells. J. Toxicol. Sci. 42(5), 559-567. 
3. Hasibuzzaman, M.M., Hossain, S., Islam, M.S., Rahman, A., Anjum, A., Hossain, F., Mohanto, N.C., Karim, M.R., Hoque, M.M., Saud, 

Z.A., Miyataka, H., Himeno, S., Hossain, K. (2017) Association between arsenic exposure and soluble thrombomodulin: A cross sectional 
study in Bangladesh. PLoS One 12(4):e0175154. 

4. Hossain, K., Suzuki, T., Hasibuzzaman M. M., Islam, M. S., Rahman, A., Paul, S. K., Tanu, T., Hossain, S., Saud, Z. A., Rahman, M., 
Nikkon, F., Miyataka, H., Himeno, S., Nohara, K. (2017) Chronic Exposure to Arsenic, LINE-1 Hypomethylation, and Blood Pressure: 
A Cross-sectional Study in Bangladesh. Environ. Health 16(1), 20. 

5. Templeton, D.M., Fujishiro, H. Terminology of speciation - An IUPAC perspective. Coord. Chem. Rev. 352, 424-431. 
6. Aktar, S., Jahan, M., Alam, S., Mohanto, N.C., Arefin, A., Rahman, A., Haque, A., Himeno, S., Hossain, K., Saud, Z.A. (2017) Individual 

and combined effects of arsenic and lead on behavioral and biochemical changes in mice. Biol. Trace Elements Res.177(2), 288-296. 
 
2016 
1. Sumi, D., Takeda, C., Yasuoka, D., Himeno, S. (2016) Hydrogen peroxide triggers a novel alternative splicing of arsenic (+3 oxidation 

state) methyltransferase gene. Biochem. Biophys. Res. Commun. 480(1), 18-22. 
2. Chanpiwat, P., Sthiannopkao, S., Widmer, K., Himeno, S., Miyataka, H., Vu, N.U., Tran, V.V., Pham, T.T. (2016) Assessment of metal 

and bacterial contamination in cultivated fish and impact on human health for residents living in the Mekong Delta. Chemosphere, 163, 
342-350. 

3. Nishito, Y., Tsuji, N., Fujishiro, H., Takeda, T., Yamazaki, T., Teranishi, F., Okazaki, F., Matsunaga, A., Tuschl, K., Rao, R., Kono, S., 
Miyajima, H., Narita, H., Himeno, S., Kambe, T. (2016) Direct Comparison of Manganese Detoxification/Efflux Proteins and Molecular 
Characterization of ZnT10 as a Manganese Transporter. J. Biol. Chem, 291(28),14773-14787. 

4. Sumi, D., Suzukawa, K., Himeno, S. (2016) Arsenic trioxide augments all-trans retinoic acid-induced differentiation of HL-60 cells. Life 
Sci, 149, 42-50.  

5. Koch, W., Karim, M. R., Marzec, Z., Miyataka, H., Himeno, S., Asakawa, Y. (2016) Dietary intake of metals by the young adult 
population of Eastern Poland: results from a market basket study. J. Trace Elements Med. Biol, 35, 36-42. 

 
2015 
1. Islam, M.S., Mohanto, N.C., Karim, M.R., Aktar, S., Hoque, M.M., Rahman, A., Jahan, M., Khatun, R., Aziz, A., Salam, K.A., Saud, Z.A., 

Hossain, M., Rahman, A., Mandal, A., Haque, A., Miyataka, H., Himeno, S., Hossain, K. (2015) Elevated concentrations of serum matrix 
metalloproteinase-2 and -9 and their associations with circulating markers of cardiovascular diseases in chronic arsenic-exposed 
individuals. Environ Health. 14: 92. 

2. Sumi, D., Asao, M., Okada, H., Yogi, K., Miyataka, H., Himeno, S. (2015) Synergistic augmentation of ATP-induced interleukin-6 
production by arsenite in HaCaT cells. Arch. Toxicol. 90(6), 1307-1313. 

3. Chanpiwat, P., Himeno, S., Sthiannopkao, S. (2015) Arsenic and Other Metals' Presence in Biomarkers of Cambodians in Arsenic 
Contaminated Areas. Int. J. Environ. Res. Public Health, 12(11), 14285-14300.     

4. Sumi, D., Tsurumoto, M., Yoshino, Y., Inoue, M., Yokobori, T., Kuwano, H., Himeno, S. (2015) High accumulation of arsenic in the 
esophagus of mice after exposure to arsenite. Arch. Toxicol. 89, 1751-1758. 

5. Rahman, M., Al Mamun, A., Karim, R., Islam, K., Al Amin, H., Hossain, S., Hossain, I., Alam Saud, Z., Noman, A. S., Miyataka, H., 
Himeno, S., Hossain, K. (2015) Associations of total arsenic in drinking water, hair and nails with serum vascular endothelial growth 
factor in arsenic-endemic individuals in Bangladesh. Chemosphere 120C: 336-342. 

 
2014 
1. Huda, N., Hossain, S., Rahman, M., Karim, M. R., Islam, K., Mamun, A. A., Hossain, M. I., Mohanto, N. C., Alam, S., Aktar, S., Arefin, 

A., Ali, N., Salam, K. A., Aziz, A., Saud, Z. A., Miyataka, H., Himeno, S., Hossain, K. (2014) Elevated levels of plasma uric acid and its 
relation to hypertension in arsenic-endemic human individuals in Bangladesh. Toxicol. Appl. Pharmacol. 281, 11-18.     

2. Hojyo, S., Miyai, T., Fujishiro, H., Kawamura, M., Yasuda, T., Hijikata, A., Bin, B-H., Irie, T., Tanaka, J., Atsumi, T., Murakami, M., 
Nakayama, M., Ohara, O., Himeno, S., Yoshida, H., Koseki, H., Ikawa, T., Mishima, K., Fukada, T. (2014) Zinc transporter 
SLC39A10/ZIP10 controls humoral immunity by modulating B-cell receptor signal strength. Proc. Nat. Acad. Sci. USA 111(32), 
11786-11791.     

3. Fujishiro, H., Yoshida, M., Nakano, Y., Himeno, S. (2014) Interleukin-6 enhances manganese accumulation in SH-SY5Y cells: 
Implications of the up-regulation of ZIP14 and the down-regulation of ZnT10. Metallomics 6(4), 944-949.  

218



 
 

6 

4. Nanayakkara, S., Senevirathna, S., Abeysekera, T., Chandrajith, R., Ratnatunga, N., Gunarathne, E., Yan, J., Hitomi, T., Muso, E., 
Komiya, T., Harada, K., Liu, W., Kobayashi, H., Okuda, H., Sawatari, H., Matsuda, F., Yamada, R., Watanabe, T., Miyataka, H., Himeno, 
S., Koizumi, A. (2014) An integrative study of the genetic, social and environmental determinants of chronic kidney disease characterized 
by tubulointerstitial damages in the North Central Region of Sri Lanka. J. Occup. Health 56(1), 28-38.  

5. Migita, S., Moquin, A., Fujishiro, H., Himeno, S., Maysinger, D., Winnik, F. M., Taniguchi, A. (2014) Quantum dots induce heat 
shock-related cytotoxicity at intracellular environment. In Vitro Cell Dev Biol Anim. 50(4), 367-372.  

 
2013 
1. Fujishiro, H., Ohashi, T., Takuma, M., Himeno, S. (2013) Down-regulation of S100A9 and S100A10 in manganese-resistant RBL-2H3 

cells. J. Toxicol. Sci. 38(5), 753-757.  
2. Karim, M. R., et al., Miyataka, H., Himeno, S., and Hossain, K. (2013) Increases in oxidized low density lipoprotein and other 

inflammatory and adhesion molecules with a concomitant decrease in high density lipoprotein in the individuals exposed to arsenic in 
Bangladesh. Toxicol. Sci. 135(1), 17-25. 

3. Sumi, D., Shimizu Y., Himeno S. (2013) Involvement of Nrf2 activation in the upregulation of S100A9 by exposure to inorganic arsenite. 
Int. J. Mol. Med. 31(1):259-264. 

4. Sumi, D., Abe, K., Himeno, S. (2013) Arsenite retards the cardiac differentiation of rat cardiac myoblast H9c2 cells. Biochem. Biophys. 
Res. Commun. 436(2):175-179. 

5. Fujishiro, H., Ohashi, T., Takuma, M., Himeno, S. (2013) Suppression of ZIP8 expression is a common feature of cadmium-resistant and 
manganese-resistant RBL-2H3 cells. Metallomics 5, 437-444. 

6. Yamamoto, H., Oda, M., Nakano, M., Yabiku, K., Shibutani, M., Nakanishi, T., Suenaga, M., Inoue, M., Imagawa, H., Nagahama, M., 
Matsunaga, Y., Himeno, S., Setsu, K., Sakurai, J., Nishizawa, M. (2013) Concise Synthesis of a Probe Molecule Enabling Analysis and 
Imaging of Vizantin. Chem. Pharm. Bull. 61(4), 452-459. 

7. Yamamoto, H., Oda, M., Nakano, M., Watanabe, N., Yabiku, K., Shibutani, M., Inoue, M., Imagawa, H., Nagahama, M., Himeno, S., 
Setsu, K., Sakurai, J., Nishizawa, M. (2013) Development of vizantin, a safe immunostimulant, based on the structure-activity relationship 
of trehalose-6,6'-dicorynomycolate. J. Med. Chem. 56(1), 381-385. 

 
 [ ] 
 

[ ] 
1. 2016 ,2Arsenic Research and Global Sustainability As 20163Jochen Bundschuh Prosun Bhattacharya

CRC Press p. 368-369, p. 390-391. 
2. 2014 ,2 3 p. 2-7. 
3.  2014 ,2 3 p. 113-116. 
 

 
1. . (2017) E 9 9. . 39(3), 180-190. 
2. . (2017) 8 . . 22(1), 81-90. 
3. . (2013) 5 . 4 . 245(8), 667-668. 
 

 
1. , (2016)  8 , 2  II (5) 3

, . pp. 35-51, 96-100. 
2. , (2013) , 2 5  3 , , pp. 

1-54, 86-130, 184-196.  
3. , (2013) , 2 5  3 , , pp. 218-272, 435-437. 

 
 

 

2017 1 2017 12  
 
1. D. M. Templeton. Cadmium-incduced autophagy through JNK and Ca2+ in rat mesangial cells. 137 . 

2017 3 , . 
2. . 9 9 9  . 3 . 2017 5 . 
3. . Inhibitory action of arsenite on c-Cbl-dependent EGFR degradation system. 27

. 2017 6 , . 
4. . Role of proteinase 3 in promoting differentiation of human leukemia HL-60 cells by arsenic 

trioxide. 27 . 2017 6 , . 

219



 
 

7 

5. . 9 - 9

-. 44 . 2017 7 , . 
6. . c-Cbl EGFR . 44

. 2017 7 , . 
7. . 1 5 . 44

. 2017 7 , . 
8. . Renal handling of heavy metals and its implications in renal toxicity. Metallomics 2017. 2017 8 , . 
9. . c-Cb1 EGFR . 2017

. 2017 9 , . 
10. . S1,S2,S3 . 2017

. 2017 9 , . 
11. . in vitro . 2017

. 2017 9 , . 
12. . ZIP8 . 2017. 

2017 10 , . 
13. . proteinase 3 . 

2017. 2017 10 , . 
14. . 8 . 5

. 2017 11 , . 
15. . 

. 23 . 2017 12 . 
 

 
 

 
 
 

 
 

1)  
2)  
3)   
4)   
5)   
6)   
7)   
8)    
9)  
10)  
11)  
12) 3  
13)   
14)   
15) Fundamental Toxicological Science  Editorial Board   
16)  
17)   
18)  

 
1) 103  

220



 
 

8 

 
1)   

 
1)  

 
1  

 
1)  

 
1)  2  II3  
 

  
OSCE OSCE SP CBT RI  

 
 

1 2017 4 2018 3  
  

 
1.  2017 8 2018 8  
Minerva Martinez Alfaro  

 
1. 2017 10 28  

29  
8 28   

2. 2017 11 24  
1 2 1 3  

221



 
 

1 

	 �

Public Health 

 
 

	 	 

�

�

���� � � �

�

�

���� � � �

�

�

 
 

 
1  

[ 6[  
127 115  

0 0 0

0 [  40  
2  

6[  
114 108  

6[ [

[ 0

19 [ 4 45  
/ /  

0  
[ 6[  

100%(107 /107 )  
0

6[ 1 80  
II  

6[

6[  
15 14  

in vitro in vivo ELISA
1 0 ]1 2 0[ 4 25  

  
[ 0 [  

8 7  
[ 2 2[ 1

0 25  

222



 
 

2 

 
0  

  
 

 

 
[ [ (MT)

[ [

[ 3 0[  
[  

MT MTKO WT [9

[ [9 0[

9 MT MTKO 3 WT MFB 0 MT
INS 2[ 0 INS Akt INS

WT MFB MTKO MFB Akt [ 1 IRS1
WT MFB MTKO MFB Akt [ 0

[mTOR [ p70 S6 MTKO MFB MT
Akt/mTOR [9 INS 0[  

 
in vivo 30

[ 0 TNF-α
[ 3

[

3 2[  
3T3-L1 6 [ 0 20 µM

8 Nile Red [ PCR 0 PPARγ aP2
3 mRNA  
0 3T3-L1 1

PPARγ aP2 3

mRNA
1[  

 
 

 

	 	 	 

 
1 Higashimoto M, Isoyama N, Ishibashi S, Ogawa N, Takiguchi M, Suzuki S, Ohnishi Y, and Sato M. Preventive effects of 

metallothionein against DNA and lipid metabolic damages in dyslipidemic mice underrepeated mild stress. (2013) J. Med. Invest. 60, 
240-245.  

2 Kawakami T, Nishiyama K, Kadota Y, Sato M, Inoue M, Suzuki S. Cadmium modulates adipocyte functions in metallothionein-null 
mice. (2013) Toxicol. Appl. Pharmacol. 272, 625-636 

3 Kawakami T, Yoshimi M, Kadota Y, Inoue M, Sato M, Suzuki S. Prolonged endoplasmic reticulum stress disrupts glucose supply 
from dam to fetus via placenta and causes low birth weight. (2014) Toxicol. Appl. Pharmacol. 275, 134-44 

4 Horikawa M, Inai M, Oguri Y, Kuroda E, Tanaka M, Suzuki S, Ito T, Takahashi S, Kaku H, Tsunoda T. Isolation and total syntheses 
of cytotoxic cryptolactones A1, A2, B1, and B2: α,β-unsaturated δ-lactones from a Cryptomyzus sp. aphid. (2014) J. Nat. Prod. 77, 
2459-64. 

5 Kadota Y, Aki Y, Toriuchi Y, Mizuno Y, Kawakami T, Sato M, Suzuki S.  (2015)  Deficiency of metallothionein-1 and -2 genes 
shortens the lifespan of the 129/Sv mouse strain.  Exp Gerontol. 66, 21-4. 

223



 
 

3 

6 Kadota Y, Kawakami T, Takasaki S, Sato M, Suzuki S. (2015)  Gene expression related to lipid and glucose metabolism in white 
adipose tissue.  Obes Res Clin Pract.  10, 85-93 

7 Yamamoto H, Yamasaki N, Hamauchi H, Shiomi S, Sasaki I, Seyama K, Mima Y, Nakano M, Kawakami T, Miyataka H, Kasai Y and 
Imagawa H (2015) A heterogeneous mercury salt catalyst stabilized by m-carbaborane. RSC Advances, 5, 94737–94742. 

8 Kadota Y, Toriuchi Y, Aki Y, Mizuno Y, Kawakami T, Nakaya T, Sato M, Suzuki S. (2017) Metallothioneins regulate the adipogenic 
differentiation of 3T3-L1 cells via the insulin signaling pathway. PLoS One. 12, (4), e0176070.  

1 Sato M, Kawakami T, Kadota Y, Mori M, Suzuki S. Obesity and Metallothionein. (2013) Curr. Pharm. Biotechnol. 14, 432-40 

 (2013 ) 
pp 130-183  

 
[ ] 
1 [ Wnt  (2013)  , 49, 161 
2 0[ 0  (2013) , 

Web  
 

 

2017 12  
 
1

137 2017 3  
2     94 2017 3

 
3

2017   2017  9  
4 [

2017   2017  9  
5 [

2017 2017  10  
6   3 [

2017 2017  10  
 

 

 
 
 

	 7 0 [ 	 

 
	 

1  
2  
3  
4  
5  
6  
7  
8  

224



 
 

4 

	 

11  
12  
13  
 
 

 

 

 
  

225



 
 

5 

7) -  

 
1.  

[ [0

[ 1 0  
 
2. ,  

3. 0

7 [0 9 6

 
 
3.  

 
 
 

,

���� 8 h S
)

��
� ( S ( 	 

���� 9 y
)

���� k s ( P P
( 	 

���� : y
)

	��
)

	��
)

	��� h
)

	��� ( 0276345
P H (

	��� H H H k o o Ph P


��� 11/ i i
P


��� 11/
- )


���
)

���
� i y i
, ) 	 

���	�
����

- S
) 	 

11/ k o

P

226



 
 

1 

Pharmacology  

 
 

	 	 	 

	 

�

	 	 �

	 �

 
1.  
2.  
3. 0  
4.  
5. 2  
6. 0  
7. A 0  
8. , , 0  
 
1.  

5 0 [ 0

] 7 6 5 1

0 ] 0 0

] 6 1 0 0 0

0 1 6 7 0 9

1 0 ] 6 7 0

] 6 0 7 6 1 0

] 0 6 0 0 6

7 6 1 2 0 0

[ 0 1 0 0 6 1

0 ] 0 0 9

6 1 0 9 0 α 0 0

] 6 1

2.  
6 96 0 = 9 0 8 1 

3.  
6 60 7

0 [0 1 0Google Classroom 0

]0 6 1 0

6 0 0 [ 7 1 0

6 0 =0 8

7 1 0 0 8

7 1 0 6 1 

227



 
 

2 

4. 	  
0

0  	 	 

0

0 	 

2 0 	 

 

 

1. Ca2+ 9  

Ca2+ 0 ] 2 Ca2+

6 1 Ca2+ 0 0 0 0

0 2 6 1Na+/Ca2+ (NCX) Na+ Ca2+

5 0 ] 6 1NCX

3 NCX (NCX1, NCX2, NCX3) 9 0NCX1 [ 2 β 0NCX2

NCX3 ] 6 1 0 NCX1 9 0

Ca2+ 6 ]0 NCX1

Ca2+ 0 6 1 0 9

NCX1 6 6 0 0NCX1 ] 6

0NCX1 Na 0

Iwamoto T., Kita S., et al., Nat Med, 2004 1 0NCX1 Na+

0Ca2+ Ca2+ 9 6 6 1

0 Na+/Ca2+ 5 NCLX 6 0

] 6 [ 6 1 

 

2.  

0 96 in vivo 9

6 6 1 0Neovibsanin core structure (NVC) 0 96 (BDNF) TrkB

0 96 7 1 07 6 7

[0 7 1 0NVC 6 0NVC x

LAR-PTP 1 07 9 NVC 7 7

0NVC 6 71 

 

3.  

0 6 9 0 0 7 5

x 0 0 0 96 TrkB 1 0

6 0 TrkB 6 1 x 96 0

1 0 6 TrkB

6 1

 

 

2017 
1. S. Moriguchi, S. Kita, M. Fukaya, M. Osanai, R. Inagaki, Y. Sasaki, H. Izumi, K. Horie, J. Takeda, T. Saito, H. Sakagami, T.C. Saido, 

T. Iwamoto, K. Fukunaga, Reduced expression of Na+/Ca2+ exchangers is associated with cognitive deficits seen in Alzheimer’s disease 
model mice. Neuropharmacology, 131, 291-303 (2017). 

2. S. Yamamoto, M. Muramatsu, E. Azuma, M. Ikutani, Y. Nagai, H. Sagara, B.N. Koo, S. Kita, E. O’Donnell, T. Osawa, H. Takahashi, 
K.I. Takano, M. Dohmoto, M. Sugimori, I. Usui, Y. Watanabe, N. Hatakeyama, T. Iwamoto, I. Komuro, K. Takatsu, K. Tobe, S. Niida, 
N. Matsuda, M. Shibuya, M. Sasahara, A subset of cerebrovascular pericytes originates from mature macrophages in the very early 
phase of vascular development in CNS. Sci. Rep., 7(1), 3855 (2017). 

228



 
 

3 

3. S. Moriguchi, S. Kita, Y. Yabuki, R. Inagaki, H. Izumi, Y. Sasaki, H. Tagashira, K. Horie, J. Takeda, T. Iwamoto, K. Fukunaga, 
Reduced CaM kinase II and CaM kinase IV activities underlie cognitive deficits in NCKX2 heterozygous mice. Mol. Neurobiol., 
pp1-12 (2017). 

4. N. Matsui, R. Yoshioka, A. Nozawa, N. Kobayashi, Y. Shichijo, T. Yoshikawa, M. Akagi, Caspase-independent apoptosis induced by 
reperfusion following ischemia without bile duct occlusion in rat liver. Biol. Pharm. Bull., 40(1), 104-107 (2017). 

2016 
1. K. Yamashita, Y. Watanabe, S. Kita, T. Iwamoto, J. Kimura, Inhibitory effect of YM-244769, a novel Na+/Ca2+ exchanger inhibitor on 

Na+/Ca2+ exchange current in guinea pig cardiac ventricular myocytes. K. Naunyn. Schmiedeberg's Arch. Pharmacol., 389(11), 
1205-1214 (2016). 

2. K. Nishiyama, Y.T. Azuma, A. Morioka, N. Yoshida, M. Teramoto, K. Tanioka, S. Kita, S. Hayashi, H. Nakajima, T. Iwamoto, T. 
Takeuchi, Roles of Na+/Ca2+ exchanger isoforms NCX1 and NCX2 in motility in mouse ileum. Naunyn. Schmiedeberg's Arch. 
Pharmacol., 389(10), 1081-1090 (2016). 

3. Y.T. Azuma, S. Hayashi, K. Nishiyama, S. Kita, K. Mukai, H. Nakajima, T. Iwamoto, T. Takeuchi, Na+/Ca2+ exchanger-heterozygote 
knockout mice display increased relaxation in gastric fundus and accelerated gastric transit in vivo. Neurogastroenterol. Motil., 28(6), 
827-836 (2016). 

4. N. Matsui, H. Akae, N. Hirashima, Y. Kido, S. Tanabe, M. Koseki, Y. Fukuyama, M. Akagi, Magnolol enhances hippocampal 
neurogenesis and exerts antidepressant-like effect in olfactory bulbectomized mice. Phytother. Res. 30(11), 1856-1861 (2016). 

2015 
1. J. Wei, Y. Watanabe, K. Takeuchi, K. Yamashita, M. Tashiro, S. Kita, T. Iwamoto, H. Watanabe, J. Kimura, Nicorandil stimulates a 

Na+/Ca2+ exchanger by activating guanylate cyclase in guinea pig cardiac myocytes. Pflugers. Arch., 468(4), 693-703 (2015). 
2. Y. Gotoh, S. Kita, (contributed equally), H. Tagashira, I. Horie, Y. Arai, S. Uchida, T. Iwamoto, Genetic knockout and pharmacologic 

inhibition of NCX2 cause natriuresis and hypercalciuria. Biochem. Biophys. Res. Commun., 456(2), 670-675 (2015). 
3. J. Koskimaki, N. Matsui, J. Umemori, T. Rantamaki, E. Castren, Nimodipine activates TrkB neurotrophin receptors and induces 

neuroplastic and neuroprotective signaling events in the mouse hippocampus and prefrontal cortex. Cell Mol. Neurobiol. 35(2), 189-196 
(2015). 

4. N. Matsui, D. Ito, Y. Takabatake, E. Nashioka, S. Tada, M. Kanagawa, N. Fukuishi, M. Akagi, Compound 48/80, a mast cell stimulator, 
enhances synthesis of IgE and IgG induced by intranasal application of ovalbumin in mice. Biol. Pharm. Bull. 38(12), 1954-1959 
(2015). 

2014 
1. K. Nishiyama, A. Morioka, S. Kita, H. Nakajima, T. Iwamoto, Y.T. Azuma, T. Takeuchi, Na+/Ca2+ exchanger 1 transgenic mice display 

increased relaxation in the distal colon. Pharmacology, 94(5-6), 230-238 (2014). 
2. N. Fukuishi, S. Murakami, A. Ohno, N. Yamanaka, N. Matsui, K. Fukutsuji, S. Yamada, K. Itoh, M. Akagi, Does β-hexosaminidase 

function only as a degranulation indicator in mast cells? The primary role of β-hexosaminidase in mast cell granules. J. Immunol. 193(4), 
1886-1894 (2014). 

2013 
1. K. Nishiyama, Y.T. Azuma, S. Kita, N. Azuma, S. Hayashi, H. Nakajima, T. Iwamoto, T. Takeuchi, Na+/Ca2+ exchanger 1/2 

double-heterozygote knockout mice display increased nitric oxide component and altered colonic motility. J. Pharmacol. Sci., 123(3), 
235-245 (2013). 

2. M. Zeniya, E. Sohara, S. Kita, T. Iwamoto, K. Susa, T. Mori, K. Oi, M. Chiga, D. Takahashi, S.S. Yang, S.H. Lin, T. Rai, S. Sasaki, S. 
Uchida, Dietary salt intake regulates WNK3-SPAK-NKCC1 phosphorylation cascade in mouse aorta through angiotensin II. 
Hypertension, 62(5), 872-878 (2013). 

3. T. Mera, T. Itoh, S. Kita (contributed equally), S. Kodama, D. Kojima, H. Nishinakamura, K. Okamoto, M. Ohkura, J. Nakai, T. Iyoda, 
T. Iwamoto, T. Matsuda, A. Baba, K. Omori, J. Ono, H. Watarai, M. Taniguchi, Y. Yasunami, Pretreatment of donor islets with the 
Na+/Ca2+ exchanger inhibitor improves the efficiency of islet transplantation. Am. J. Transplant., 13(8), 2154-2160 (2013). 

4. T. Nishizawa, S. Kita, A.D. Maturana, N. Furuya, K. Hirata, G. Kasuya, S. Ogasawara, N. Dohmae, T. Iwamoto, R. Ishitani, O. Nureki, 
Structural basis for the counter-transport mechanism of a H+/Ca2+ exchanger. Science, 341(6142), 168-172 (2013). 

5. H. Yamamura, W.C. Cole, S. Kita, S. Hotta, H. Murata, Y. Suzuki, S. Ohya, T. Iwamoto, Y. Imaizumi, Overactive bladder mediated by 
accelerated Ca2+ influx mode of Na+/Ca2+ exchanger in smooth muscle. Am. J. Physiol. Cell Physiol., 305(3), C299-C308 (2013). 

6. N. Fukuishi, Y. Igawa, T. Kunimi, H. Hamano, M. Toyota, H. Takahashi, H. Kenmoku, Y. Yagi, N. Matsui, M. Akagi, Generation of 

229



 
 

4 

mast cells from mouse fetus: analysis of differentiation and functionality, and transcriptome profiling using next generation sequencer. 
PLoS One, 8(4), e60837 (2013). 

7. M. Kubo, R. Ishii, Y. Ishino, K. Harada, N. Matsui, M. Akagi, E. Kato, S. Hosoda, Y. Fukuyama, Evaluation of constituents of Piper 
retrofractum fruits on neurotrophic activity. J. Nat. Prod., 76(4), 769-773 (2013). 

 
0

2015 
1. S. Kita, H. Tagashira, Y. Gotoh, M. Fujii, T. Iwamoto, Phosphoinositide analysis using the HPLC system equipped with a fraction 

collector and the TSKgel SAX column. Med. Bull. Fukuoka Univ., 42(1), 175-181 (2015). 
2. ����+���
+����+����+	���+��������" !$)*'&(%��#��,�������

�+42(1), 183-188 (2015). 
3. M. Akagi, N. Matsui, H. Akae, N. Hirashima, N. Fukuishi, Y. Fukuyama, R. Akagi, Nonpeptide neurotrophic agents useful for the 

treatment of neurodegenerative diseases such as Alzheimer’s diseases. J. Pharmacol. Sci., 127, 155-163 (2015). 
2013 
1. 9 P-Drug ���

����� 40(1/2), 81-85 (2013). 
2. CaCA NCX �	�
 142, 318-319 (2013). 
3. M. Fujii, S. Kita, Y. Gotoh, I. Horie, T. Iwamoto, Quantitative analysis and cell distribution imaging of phosphoinositides. Med. Bull. 

Fukuoka Univ., 40(3/4), 209-217 (2013). 
4. [ HPLC �	�
 142, 236-240 (2013). 
5. Ca2+ ������ 245(1), 51-56 (2013). 
 

 

1.  9 7 GSK-3 6

137 2017 3  
2.   Mianserin TrkB-mTOR 9 .2

6 137 2017 3  
3. 

 NVC (neovibsanin core structure) 6

137 2017 3  
4.  9 7 TrkB-mTOR 6

137 2017 3  
5.   

 
137 2017 3  

6. Na+/Ca2+ 9 6 10
2017 9  

7. 10
2017 9  

8.  9 NCX1
20173 8 4 2017 10

 
9. 9 NCX1

132 2017 11  
10. 

neovibsanin core structure (NVC) 9 TrkB 7 132
2017 11  

11. 6 Mg2+ 2017
2017 12  

 

0 ISHR 0  
 

230



 
 

5 

0 0 0 8  
0 0OSCE  

 

 

231



1 
 

�

 
Pharmaceutics 

 
 

r

 
 

r

A r  
 

 
 

 
]  

v vO Ev

P ovO

] v ot E ] v

t v v

N t O t i

N vO Ev ] P v I

] N t i 4.5
 

v ] v

P I t ] v  
] ] v N t  

o Ev

N] v O ] P ]

v E ] t v v

[] v O Ev  

232



2 
 

 
]  

t ] []

P ( ) v

Nv O  
] vO [

o v v  
 

 
]

P ] v vO

t P ] O ]

vO N P v

n o] v ] v  
C v vO v  
t ] ovO

Ev v v ]

Ev ] v Ev L- n

Pt L- P

v v

BMECs L- n Ev System-N
Ev System-L O P L n 0.1mM

Pt System-L Ev BCH n

BCH System-N Ev L- O

ot v L- n

v Na+ [] N [ O Ev -
n v E

v  
o] v O Ev  

 
C  
POPOK;SXWYXZ>MLEJ� �[&%):0759:$ *3267/3241;(18267/3241;*3267/3241$ ,%-9201;&%):0759:$

(18267/3241;"���RXV��\J).+'IMN�
��J��Q#�DNBH?G@F<BJ��Q�=;YTU���

������I>AN��� !�J�	�Q��CF�; Ev

P450 CYP FMO vO [ FMO
P v N- INv R

v ] vO [ Pt v 1 Ev

INv [ ot

v vO [  
O vO

vO v O

t v O 56 5987 ] 56 5 7

v v

t

233



3 
 

P

 
C μ  

[] P v vO

v INv

t v I ] CYP
[] FMO [] N- P vO ot

vO [  
 
C v INv  

Ev

vO

t t Pt H1
Ev P v O

t vO ]

P v o] v  
] P v v P

] v v vO v

H1,H2,H3 1 I I ] v

Ov v INv 2- N- I N-
v W 28.1 7.2 12.4 5.5 2.3 1.1 L/min/mg protein E

[ O H1-KO H1/H3-DKO H1/H2/H3-TKO 2-
N- H1-KO I ] n t

2- I N- P450 CYPs [] P vO t H1 CYPs
v vO P H3 H1/H3-DKO H1/H2/H3-TKO I

] N- v Lineweaver-Burk plots [ O t H3 N-
v FMOs vO P O

[] O ot P ] v

[] v

± v  

234



4 
 

 

 

3 4

2017 
1. Tanino, T., Bando T., Komada A., Nojiri Y., Okada Y., Ueda Y., Sakurai E. (2017) Hepatic flavin-containing 

monooxygenase   
enzyme suppressed by type 1 allergy-produced nitric oxide. Drug Metab Dispos 45, 1189-1196. 
 
2016 
1. Ueda Y., Shinmyouzu Y., Nakayama H., Tanimo T., Sakurai, Eiko, Sakurai E. (2016) Claudin-1 leads to strong 

formation  
of tight junction in cultured mouse lung microvascular endothelial cells. Pharmacol Pharm 7, 133-139. 
2. Tanino T., Komada A., Ueda, K., Bando T., Nojiri Y., Ueda,Y., Sakurai E. (2016) Pharmacokinetics and differential  
regulation of cytochrome P450 enzymes in type 1 allergic mice. Drug Metab Dispos 44, 1950-1957. 
 
2015 
1. Sakurai E., Sakurai Eiichi, Yanai K., Ishii K., Hiraishi S., Yamauchi S., Koshio S., Matsuyama S., Koda M., Satoh T.,  
Kamiyama T. (2015) Characterization of trace element distributions in LMECs derived from ICR and C57BL/6 strains of 
mice. JAEA-Review 2014-050. 
2. Nagai N., Yoshioka C., Tanino T., Ito Y., Okamoto N.,Shimomura Y. (2015) Enhanced production of nitric oxide leads 

to  
ATP collapse in the retinas of Otsuka long-evans tokushima fatty rats, a model of human diabetes. Current Eye Res. 19: 1-11. 

3. Nagai N., Ito Y., Tanino T. (2015) Effect of high glucose levels on amyloid β production in retinas of spontaneous 
diabetes mellitus Otsuka long-evans tokushima fatty rats. Biol. Pharm. Bull. 38: 601-610. 
4. Nagai Y., Yoshioka C., Tanabe W., Tanino T., Ito Y., Okamoto N., Shinomura Y. (2015) Effects of ophthalmic  
formulations containing cilostazol nanoparticles on retinal vasoconstriction in rats injected with endothelin-1. Pharm. Anal. 
Acta 6: 354. 
5. Tanino T., Funakami Y., Nagai N., Kato Y. (2015) Cyclosporin A-sensitive cytotoxicity of flurbiprofen non- 
stereoselectivity mediated by cytochrome P450 metabolism in three-dimensional cultured rat hepatocytes. J. Pharm. 
Pharmacol. 67: 1406-1415. 
6. Tanino T., Nagai N., Funakami Y. (2015) Phloridzin-sensitive transport of echinacoside and acteoside and altered 
intestinal absorption route after application of Cistanche tubulosa extract. J. Pharm. Pharmacol. 67: 1457-1465/ 
 
2014 
1. Ueda Y., Yaginuma T., Sakurai Eiko, Sakurai E. (2014) N-demethylation and N-oxidation of imipramine in rat thoracic  
aortic endothelial cells. In Vitro Cell. Dev. Biol.-Animal 50:496-501. 
2. Sakurai E., Sakurai Eiichi, Yanai K., Ishii K., Hiraishi S., Yamauchi S., Koshio S., Matsuyama S., Koda M., Satoh T.,  
Kamiyama T. (2014)  Approches to isolation and culture of mouse LMECs, and effects of nicotine on trace elements 
distribution in LMECs. JAEA-Review 2013-050, 92. 
 
2013 
1. Sakurai E., Ueda Y., Mori Y., Shinmyouzu Y., Sakurai Eiko (2013) Flavin-containing monooxygenase (FMO) protein  
expression and its activity in rat brain microvascular endothelial cells. Pharmacol. Pharm. 4:1-6. 
2. Ueda Y., Taira Z. (2013) Effect of anions or foods on absolute bioavailability of calcium from calcium salts in mice by  
pharmacokinetics. J. Exp. Pharmacol. 5: 1-7. 
 
3 4

235



5 
 

. 2

. 2

. 2

. 2

	 

2009 CBT ( )  
2009 CBT ( )  
2008 i ( )  

 
[ ] 

2011 p.98-126  
 
 

 

2017  
r I  

O 137 2017 3  
r I v

137 2017 3
 

r INv

±

r rv ] t

r -

INv

r v

 
v ] 2017 12  

 
r I  

v 2017 12  
 

 
 

 

 
 

v  

 

	 

 
 

236



6 
 

 
 

-1

 
 

 
 

 
 

 
 

r  
2017  

 
 

 
r

 
 

OSCE

 

]

I ] t v ]

[

.0

]

]

]

v

237



 
 

1 

�

Laboratory for Structure and Function Research 
 

 

(

--

--- (

---

1000  

C x D

C C16. D

T x C C C CM

C C x D

C T C C CM

C C x D

(

M x C C C C M

ex D C C C

C C M ex D

)

C C C e x [ x C

x C T D

x DT C x C

D

(

C x C x C

C C x D

,

x T x C D

A

(

238



 
 

2 

 
F C F C L F

C C F x x

D

 
n i C x C N x C

x x C C C x x D

 n

7 4 C ex C x

D M C ] i C C7 4 e x

T D

(  L D

C130 	 C e

N C x C e x D

 

 

1,000 1,500  

iC x N N C x D

iC x C x D i

I D

130

(

) M

130

130 i e C x I D

130 x C x D

iC x . M x

130 x CT C. i 62 x x

N D N C. i C C x C130

x D

D

x C C x D

T I C i T

D x D

(

M x C x

x D

239



 
 

3 

) M

i C C L D M x

D

 

 

8 9

1. Development of vizantin, a safe immunostimulant, based on the structure-activity relationship of trehalose-6,6'-dicorynomycolate. 
Yamamoto H, Oda M, Nakano M, Watanabe N, Yabiku K, Shibutani M, Inoue M, Imagawa H, Nagahama M, Himeno S, Setsu K, 
Sakurai J, Nishizawa M. J Med Chem. Jan 10;56(1):381-5. 2013 

2. Concise synthesis of a probe molecule enabling analysis and imaging of vizantin. Yamamoto H, Oda M, Nakano M, Yabiku K, 
Shibutani M, Nakanishi T, Suenaga M, Inoue M, Imagawa H, Nagahama M, Matsunaga Y, Himeno S, Setsu K, Sakurai J, Nishizawa 
M. Chem Pharm Bull. 61(4): 452-9. 2013 

3. Cadmium modulates adipocyte functions in metallothionein-null mice.Kawakami T, Nishiyama K, Kadota Y, Sato M, Inoue M, Suzuki 
S.Toxicol Appl Pharmacol. 1;272(3):625-36. 2013  

4. Prolonged endoplasmic reticulum stress alters placental morphology and causes low birth weight. Kawakami T,Yoshimi M,Kadota 
Y,Inoue M,Sato M,S Suzuki. Toxicol Appl Pharmacol.1;275(2):134-44.2014 

5. High accumulation of arsenic in the esophagus of mice after exposure to arsenite. Sumi D, Tsurumoto M, Yoshino Y, Inoue M, 
Yokobori T, Kuwano H, Himeno S. Arch Toxicol. 89(10):1751-8. 2015 Oct 

8 C 9

8 9

 
[ ] 

 
 

 

 

2017 12  
B

2017
7105 B

2017  
 
 

 

 
 

 

C

 
	 

C C  
OSCE COSCE SP C  

 

 

240



 
 

4 

 
 

241



 
 

1 

	 

Radiochemistry 

 

 
	 	 

�

�

	 	 

�� � �

	 	 

�

Alnylam Pharmaceuticals, Inc. �

 
 

1.  
2.  
3.  
4.  
5. A  
6. 1  
7. 1  
8. 1  
9. 2  
10.  
11. 6  

 
1.  
 

 
1.  

6

1 4 0  
2 5

(1) 
1 (2) 6 1

(3) 1 (4) 1 (5) 
1 (6) 1 (7) 6

1 (8) 1 (9) 
1  

4 6

242



 
 

2 

 
2.  

0 6 1  
3.  

4 6 4

4 6 6

2 6  
4.  

6 6  
 

1.  
6 0

4 0 1  
2.  

0 6 1  
3.  

0 6 0 4 0 1  
4.  

6 6  
 

 
DNA mRNA 4 mRNA DNA

6 0 1 mRNA 6

2 0 DNA 6 DNA
0 0

DNA 0 0

6 mRNA DNA 6 6

6 6 6

4 5 6

 
 

6 6

 
 

DNA RNA 6

 
6  
1 6 1  

 
 

1.   
2.   
 

 

2017 
1. Y. Ito, M. Matsuo, T. Osawa, Y. Hari, Triplex- and duplex-forming abilities of oligonucleotides containing 

2'-deoxy-5-trifluoromethyluridine and 2'-deoxy-5-trifluoromethylcytidine, Chem. Pharm. Bull., 65, 982-988 (2017). 
2. Y. Kishimoto, A. Fujii, O. Nakagawa, T. Nagata, T. Yokota, Y. Hari, S. Obika, High duplex-forming abilities promoted by 

243



 
 

3 

2'-C,4'-C-methylene bridged nucleic acid with a phenoxazine base, Org. Biomol. Chem., 15, 8145-8152 (2017). 
3. T. Osawa, M. Sawamura, F. Wada, T. Yamamoto, S. Obika, Y. Hari, Synthesis, duplex-forming ability, enzymatic stability, and in vitro 

antisense potency of oligonucleotides including 2'-C,4'-C-ethyleneoxy-bridged thymidine derivatives, Org. Biomol. Chem., 15, 
3955-3963 (2017). 

4. T. Osawa, M. Dohi, Y. Hitomi, Y. Ito, S. Obika, Y. Hari, Synthesis of the 5-methyluridine monomer of 3'-O,4'-C-ethyleneoxy-bridged 
nucleic acid, Heterocycles, 95, 342-352 (2017). 

5. Y. Mitsuoka, T. Yamamoto, A. Kugimiya, R. Waki, F. Wada, S. Tahara, M. Sawamura, M. Noda, Y. Fujimura, Y. Kato, Y. Hari, S. 
Obika, Tetrazole- and triazol- bridged nucleic acids: Synthesis, duplex stability, nuclease resistance, and in vitro and in vivo antisense 
potency, J. Org. Chem., 82, 12-24 (2017). 

2016 
6. T. Osawa, S. Obika, Y. Hari, Synthesis and properties of novel 2'-C,4'-C-ethyleneoxy-bridged 2'-deoxyribonucleic acids with exocyclic 

methylene groups, Org. Biomol. Chem., 14, 9481-9484 (2016). 
7. Y. Mitsuoka, H. Aoyama, A. Kugimiya, Y. Fujimura, T. Yamamoto, R. Waki, F. Wada, S. Tahara, M. Sawamura, M. Noda, Y. Hari, S. 

Obika, Effect of an N-substituted in sulfonamide-bridged nucleic acid (SuNA) on hybridization ability and duplex structure, Org. 
Biomol. Chem., 14, 6531-6538 (2016). 

8. S. Nagamori, P. Wiriyasermkul, S. Okuda, N. Kojima, Y. Hari, S. Kiyonaka, Y. Mori, H. Tominaga, R. Ohgaki, Y. Kanai, 
Structure–activity relations of leucine derivatives reveal critical moieties for cellular uptake and activation of mTORC1-mediated 
signaling, Amino Acids, 48, 1045-1058 (2016). 

9. Y. Ito, M. Ueda, N. Takeda, O. Miyata, tert-Butyl iodide mediated reductive Fischer indolization of conjugated hydrazones, Chem. Eur. 
J., 22, 2616-2619 (2016). 

2015 
10. T. Osawa, Y. Hari, M. Dohi, Y. Matsuda, S. Obika, Synthesis and properties of the 5-methyluridine derivative of 

3,4-dihydro-2H-pyran-bridged nucleic acid (DpNA), J. Org. Chem., 80, 10474-10481 (2015). 
11. Y. Hari, S. Kashima, Y. Matsuda, A. Sakata, R. Takamine, S. Ijitsu, S. Obika, Base pair recognition ability of 

2-(methylamino)pyrimidin-4-yl nucleobase in parallel triplex DNA, Heterocycles, 90, 432-441 (2015). 
2014 
12. Y. Mitsuoka, Y. Fujimura, R. Waki, A. Kugimiya, T. Yamamoto, Y. Hari, S. Obika, Sulfonamide-bridged nucleic acid: Synthesis, high 

RNA selective hybridization, and high nuclease resistance, Org. Lett., 16, 5640-5643 (2014). 
13. M. Akabane-Nakata, S. Obika, Y. Hari, Synthesis of oligonucleotides containing N,N-disubstituted 3-deazacytosine nucleobases by 

post-elongation modification and their triplex-forming ability with double-stranded DNA, Org. Biomol. Chem., 12, 9011-9015 (2014). 
14. Y. Hari, S. Ijitsu, M. Akabane-Nakata, T. Yoshida, S. Obika, Kinetic study of the binding of triplex-forming oligonucleotides 

containing partial cationic modifications to double-stranded DNA, Bioorg. Med. Chem. Lett., 24, 3046-3049 (2014). 
15. A. R. Shrestha, Y. Kotobuki, Y. Hari, S. Obika, Guanidine bridged nucleic acid (GuNA): an effect of a cationic bridged nucleic acid on 

DNA binding affinity, Chem. Commun., 50, 575-577 (2014). 
16. Y. Hari, M. Nakahara, S. Ijitsu, S. Obika, The ability of 1-aryltriazole-containing nucleobases to recognize a TA base pair in triplex 

DNA, Heterocycles, 88, 377-386 (2014). 
17. Y. Ito, M. Ueda, N. Matsuda, Y. Nishida, O. Miyata, Sequential radical addition and Fischer-type indolization reactions of conjugated 

hydrazones for the preparation of α-alkylindole-3-acetic acids, Heterocycles, 89, 963-969 (2014). 
18. M. Ueda, Y. Ito, Y. Ichii, M. Kakiuchi, H. Shono, O. Miyata, Direct synthesis of benzofuro[2,3-b]pyrroles through a radical 

addition/[3,3]-sigmatropic rearrangement/cyclization/lactamization cascade, Chem. Eur. J., 20, 6763-6770 (2014). 
2013 
1.19. Y. Hari, M. Akabane, S. Obika, 2',4'-BNA bearing a chiral guanidinopyrrolidine-containing nucleobase with potent ability to 

recognize the CG base pair in parallel-motif DNA triplex, Chem. Commun., 49, 7421-7423 (2013). 
2.20. Y. Hari, T. Morikawa, T. Osawa, S. Obika, Synthesis and properties of 2'-O,4'-C-ethyleneoxy bridged 5-methyluridine, Org. Lett., 

15, 3702-3705 (2013). 
3.21. H. Akiyama, K. Miyashita, Y. Hari, S. Obika, T. Imanishi, Synthesis of novel polyesteramine dendrimers by divergent and 

convergent methods, Tetrahedron, 69, 6810-6820 (2013). 
4.22. Y. Hari, M. Nakahara, S. Obika, Triplex-forming ability of oligonucleotides containing 1-aryl-1,2,3-triazole nucleobases linked 

via a two atom-length spacer, Bioorg. Med. Chem., 21, 5583-5588 (2013). 

244



 
 

4 

5.23. Y. Hari, S. Kashima, H. Inohara, S. Ijitsu, T. Imanishi, S. Obika, Base-pair recognition ability of hydroxyphenyl nucleobases in 
parallel triplex DNA, Tetrahedron, 69, 6381-6391 (2013). 

6.24. Y. Hari, T. Osawa, Y. Kotobuki, A. R. Shrestha, A. Yahara, S. Obika, Synthesis and properties of thymidines with six-membered 
amide bridge, Bioorg. Med. Chem., 21, 4405-4412 (2013). 

2016 
1.  , , 2',4'- , 	 , 74, 

141-153 (2016). 
2014 
2. Y. Ito, M. Ueda, O. Miyata, Synthetic routes towards benzofuro[2,3-b]pyrroles and benzofuro[2,3-b]indoles, Heterocycles, 89, 

2029-2052 (2014). 
2013 
3.  , DNA CG , , 133, 1201-1208 (2013).

2016 
1. Y. Hari, S. Obika, 2',4'-Bridged nucleic acids for targeting double-stranded DNA, Modified Nucleic Acids, Springer, 209-219 (2016). 

2016 
1.  , , 	 , 74, 169 (2016). 
 

 

1. T. Osawa Y. Hitomi, S. Wakita, M. Dohi, Y. Ito, S. Obika, Y. Hari, Synthesis of 3',4'-ethyleneoxy-bridged 5-methyluridines with a 
7'-methyl substituent and duplex-forming ability of their modified oligonucleotides, 44 [

(ISNAC2017), 1 , 2017 11 , . 
2. Y. Ito, A. Kimura, T. Osawa, Y. Hari, Concise synthesis of the 5'-carba analogs of nucleotides via photoredox-catalyzed fragmentation 

of 2'-deoxy-5'-O-phthalimidonucleosides, 44 [ (ISNAC2017), 1 , 2017
11 , . 

3. , , , , , ,  , 7' 3',4'-
5- [ , ] 2017, 2017 11 , . 

4. , , ,  , 6 5'- -5'-
, ] 2017, 2017 11 , . 

5. , , , , , ,  , 3',4'- 5- [

6 RNA , 56
, 2017 10 , . 

6. , , ,  , ] 5'- , 56
, 2017 10 , . 

 

 

1.  , , , , PCT/JP2015/070201 (2015). 
 

, 2017 5 19  
 

	 

FD 1

 
OSCE  

245



 
 

5 

RI  

 

 
 

246



 
 

1 

) �

Molecular and Cellular Physiology 

 
 

�

�� � �

,

�

� �

,

�

�

1. 1  
2. ud 2  
3. 3  
4. 2  
5. 2  
6. 5  
7. 5  
8. l 5 )  
9. 2  

 

2.  
 

d gl W 

DVD v ¥ f

¥pW 

DVD pW 
 

I

ud n gl W 

ud n t v

v hpW hv Z t p¥

247



 
 

2 

f pW 

d t v a sp W 
 

t

v W n n gl W 

DVD v

z ¥ f ¥pW v

hpW gl p¥ dv

¥p At randomZ hv a z f glpW

g v Z h α Z

hv glpW 

p va sv hv W DVD
z z a h spW

1

z t v p¥ z hv

W

t v ¥ Wg t v h

n z e W 

zy v z hv gl f ¥pW

z p¥ zy z ¥v v z

spW p h ¥ ¥ ¥pW t

v a spp¥ u v W 

¥ fh spW p α

spW t v t v a c

a asv pW a f a z

v z v gl z e

a W 

1 t v z t v hpW 2
hv t v Wg t v h

n z e W 

zy v z hv gl f ¥pW

z p¥ zy z ¥v v z

spW p h ¥ ¥ ¥pW t

v a spp¥ u v W 

248



 
 

3 

¥ fh spW p α

spW a f a z

v W z v gl z e sv W 

 

d pz t v W

t v hpW

a spf Z hpW

ga d pW

sp W 
 

 

p sv z sp a v Wg

g p a z sv a v v Wf

z t v W

¥ hpW hpWAIDS
AIDS hp AIDS Z

hpW d f hpW

¥v At randomZ

hpW a spf Z hpW

ga d pW n Z

ay sv Z AIDS Z

hv Z sp W 
 

Z

l hv f q z h

v f vv W z p n

zy t ud e f z hv gl h

v z c f W 

p¥ α ¥ iv zy z td

¥ n arz t v

¥pW ¥ zc α z ¥

f a pWn 8 a hv v W 

α a z t v v td f

¥ spW a cz a hp z f

e z zc p z spWα z

y h g z hp W 

249



 
 

4 

1

t v n o t v W g

z t v W z h

p W 

zy zy hv gl f ¥pW

h f a zsv

pW a k α hv

lpW 

i r p¥ zy hv

glpW a hv e W 

h a sp ca f a

zsv pW sv p f a z zs

v v zsv hp c a hp hv W

f hp n t v Wg

zsv hp r hp t v ¥ W 

hv hpW z

W t v

hv pW

g v z Z hv z Z

d Z hv uc Z h

W z hv z

hpW a z Z a spf Z Z

Z hpW hpW

6 [ 7

 

 

 

Z

a αi f a W z r

a f

a hv f f a f

hp 	  W a sp ZIP13 h ZIP13
a f BMP/TGF-β f ZIP13
a : SCD-EDS
f hp )	 W p a sp ZIP14 h ZIP14

a GPCR hv f hpW ZIP14 a

f a h a

z tt - 	 W 

a sp ZIP10 hp ZIP10 a  
�

.

250



 
 

5 

f a hpWg ZIP10 a JAK-STAT
sv g f v ZIP10 a

f h a d ZIP10 a g p ( 	 Wg

ZIP7 a f

-	 312 B 	 Wf

8

: f c 	 W

v ¥v W

z r B

h ZIP7 ZIP10 ZIP13 ZIP14 hv

hv B 9

 
� y Z

- 	 �

�� ��������
��	
� ���� d Z

�

 
( ] d n

Z

(  
) 4 7 9 98 : 6 8 6 89I9? 9 G 1 I9 G 6G

: 512 6 8 7 6? Z

- 	 

)  
) y Z

 
) d Z

 
Z 	 Z uc a Z

,  
n uc Z

-  
d 023 Z

 
a Z

) ) ) 	 

 
0 d Z

 
8 C

n uc Z

 
Z

)

(  
d Z

, (, 	 

�
. C

251



 
 

6 

 

4 5

1.Yamasaki S., A. Hasegawa, S. Hojyo, W. Ohashi, T. Fukada, K. Nishida, T. Hirano. A Novel Role of the L-Type Calcium Channel α1D 
Subunit as a Gatekeeper for Intracellular Zinc Signaling: Zinc Wave. PLoS ONE. 7: e39654, 2012 

2.Tamaki, M., Y. Fujitani, A. Hara, T. Uchida, Y. Tamura, K. Takeno, M. Kawaguchi, T. Watanabe, T. Ogihara, A. Fukunaka, T. Shimizu, 
T. Mita, A. Kanazawa, M. O. Imaizumi, T. Abe, H. Kiyonari, S. Hojyo, T. Fukada, T. Kawauchi, S. Nagamatsu, T. Hirano, R. 
Kawamori, H. Watada. The diabetes susceptible gene SLC30A8/ZnT8 regulates hepatic insulin clearance. J. Clin. Invest. 123: 
4513-4524, 2013 

3.Nam, H, C-Y. Wang, L. Zhang, W. Zhang, S. Hojyo, T. Fukada, and M. Knutson. ZIP14 and DMT1 in the liver, pancreas, and heart are 
differentially regulated by iron deficiency and overload: implications for tissue iron uptake in iron-related disorders. Haematologica. 98: 
1049-1057, 2013 

4.Hojyo, S., T. Miyai, H. Fujishiro, M. Kawamura, T. Yasuda, A. Hijikata, BH. Bin, T. Irié, J. Tanaka, T. Atsumi, M. Murakami, M. 
Nakayama, O. Ohara, S. Himeno, H. Yoshida, H. Koseki, T. Ikawa, K. Mishima, and ※T. Fukada. Zinc transporter SLC39A10/ZIP10 
controls humoral immunity by modulating B cell receptor signal strength. PNAS. 111:11786-91, 2014 (※ corresponding author) 

5.Bin BH., S. Hojyo, T. Hosaka, J. Bhin, H. Kano, T. Miyai, M. Ikeda, T. Kimura-Someya Mikako Shirouzu, EG Cho, K. Fukue, T. 
Kambe, W. Ohashi, KH Kim, J. Seo, DH. Choi, YJ Nam, D. Hwang, A. Fukunaka, Y. Fujitani, S. Yokoyama, A. Superti-Furga, S. 
Ikegawa, TR Lee, and ※T. Fukada. Molecular pathogenic basis of Spondylocheirodysplastic Ehlers-Danlos syndrome caused by mutant 
ZIP13 proteins. EMBO Molecular Medicine 6: 1028-1042, 2014 (※ corresponding author) 

6.Miyai, T., S. Hojyo, T. Ikawa, M. Kawamura, T. Irié, H. Ogura, A. Hijikata, BH. Bin, T. Yasuda, H. Kitamura, M. Nakayama, O. Ohara, 
H.o Yoshida, H. Koseki, K. Mishima, and ※T. Fukada. Zinc transporter SLC39A10/ZIP10 facilitates antiapoptotic signaling during 
early B-cell development. PNAS. 111:11780-85, 2014 (※ corresponding author)  

7.Munemasa, T., Y.Idaira, T.Fukada, S.Shimoda, and Y. Asada. Histological Analysis of Dentinogenesis Imperfecta in Slc39a13/Zip13 
Knockout Mice. Journal of Hard Tissue Biology 23: 163-168, 2014 

8.Kamimura, D., K. Katsunuma, Y. Arima, T. Atsumi, J.J Jiang, H. Bando, J. Meng, L. Sabharwal, A. Stpfkova, N. Nishikawa, H. Suzuki, 
H. Ogura, N. Ueda, M. Harada, J. Kobayashi, T. Hasegawa, H. Yoshida, H. Koseki, I. Miura, S. Harada, K. Nishida, H. Kitamura, T. 
Fukada, T. Hirano, and M. Murakami. mKDEL receptor 1 regulates T-cell homeostasis via PP1 that is a key phosphatase for ISR. 
Nature Communications 6, Article number: 7474, 2015 

9.Jenkitkasemwong, S., C-Y Wang, R. Coffey, W. Zhang, A. Chan, T. Biel, J-S. Kim, S. Hojyo, T. Fukada, and M. Knutson. SLC39A14 
Is Required for the Development of Hepatocellular Iron Overload in Murine Models of Hereditary Hemochromatosis. Cell Metabolism 
22: 138–150, 2015 

10.Jorge-Nebert, LF., M. Galvez-Peralta, JL. Figueroa, M. Somarathna, S. Hojyo, T. Fukada, and DW. Nebert. Comparing Gene 
Expression during Cadmium Uptake and Distribution: Untreated vs Oral Cd-Treated Wild-Type and ZIP14 Knockout Mice. 
Toxicological Sciences 143:26-35, 2015 

11. Idaira, Y., T. Munemasa, T. Fukada, S. Shimoda, and Y. Asada. Role of zinc transporter ZIP13 in degenerative changes in periodontal 
ligament and alveolar bone. Journal of Hard Tissue Biology 25, 49-56, 2016 

12. Yasuda, T., T. Fukada, K. Nishida, M. Nakayama, M. Matsuda, I. Miura, S. Fukada, K. Kobashima, S. Nakaoka, M. Kubo, H. Ohno, 
T. Hasegawa, O. Ohara, H. Koseki, S. Wakana, and H. Yoshida. Jak1 tyrosine kinase hyperactivation induces stepwise progressive 
pruritic dermatitis. Journal of Clinical Investigation, 126(6):2064-76, 2016 

13. Takehara M, Takagishi T, Seike S, Ohtani K, Kobayashi K, Miyamoto K, Shimizu T, Nagahama M. Clostridium perfringens -toxin 
impairs innate immunity via inhibition of neutrophil differentiation. Sci. Rep. 16(6), 28192, 2016 

14. Takagishi T, Oda M, Takehara M, Kobayashi K, Nagahama M. Oligomer formation of Clostridium perfringens epsilon-toxin is 
induced by activation of neutral sphingomyelinase. Biochim. Biophys. Acta. 1858(11), 2681-2688, 2016 

15. Takehara M, Takagishi T, Seike S, Oishi K, Fujihara Y, Miyamoto K, Kobayashi K, Nagahama M. Clostridium perfringens -toxin 
impairs lipid raft integrity in neutrophil. Biol. Pharm. Bull. 39(10), 1694-1700, 2016 

16. Ohashi W., S. Kimura, T. Iwanaga, Y. Furusawa, T. Irié, H. Izumi, T. Watanabe, A. Hijikata, T. Hara, O. Ohara, H. Koseki, T.Sato, S. 
Robine, H. Mori, Y. Hattori, H. Watarai, K. Mishima, H. Ohno, K. Hase, and ※T. Fukada. Zinc transporter SLC39A7/ZIP7 promotes 
intestinal epithelial self-renewal by resolving ER stress. PLoS Genetics, 12(10): e1006349, 2016(※ corresponding author) 

17. Bin BH, Bhin J, Kim NH, Lee SH, Jung HS, Seo J, Kim DK, Hwang D, Fukada T, Lee AY, Lee TR, ChoEG. An acrodermatitis 
enteropathica-associated Zn transporter, ZIP4, regulates human epidermal homeostasis. J Invest Dermatol, pii: S0022-202X(16)32776-2, 
2016 

18. Teraishi M, Takaishi M, Nakajima K, Ikeda M, Higashi Y, Shimoda S, Asada Y, Hijikata A, Ohara O, Hiraki Y, Mizuno S, Fukada T, 
Furukawa T, Wakamatsu N, Sano S. Critical involvement of ZEB2 in collagen fibrillogenesis: the molecular similarity between 
Mowat-Wilson syndrome and Ehlers-Danlos syndrome. Sci Rep, 7:46565, 2017 

19. Bin BH, Bhin J, Seo J, Kim SY, Lee E, Park K, Choi DH, Takagishi T, Hara T, Hwang D, Koseki H, Asada Y, Shimoda S, Mishima 

252



 
 

7 

K, ※Fukada T. Required of zinc transporter SLC39A7/ZIP7 for dermal development to fine-tune endoplasmic reticulum function by 
regulating protein disulfide isomerase. J Invest Dermatol, pii: S0022-202X(17)31417-3, 2017 (※ corresponding author) 

20. Xin Y, Gao H, Wang J, Qiang Y, Imam MU, Li Y, Wang J, Zhang R, Zhang H, Yu Y, Wang H, Luo H, Shi C, Xu Y, Hojyo S,  
Fukada T, Min J, Wang F. Manganese transporter Slc39a14 deficiency revealed its key role in maintaining manganese homeostasis in 
mice. Cell Discov, 3: 17025, 2017 

21. Fukunaka A, Fukada T, Bhin J, Suzuki L, Tsuzuki T, Takamine Y, Bin BH, Yoshihara T, Ichinoseki-Sekine N, Naito H, Miyatsuka T, 
Takamiya S, Sasaki T, Inagaki T, Kitamura T, Kajimura S, Watada H, Fujitani Y. Zinc transporter ZIP13 suppresses beige adipocyte 
biogenesis and energy expenditure by regulating C/EBP-β expression. PLoS Genet, 13(8): e1006950, 2017 

22. Bin BH, Bhin J, Takaishi M, Toyoshima KE, Kawamata S, Ito K, Hara T, Watanabe T, Irié T, Takagishi T, 
Lee SH, Jung HS, Rho S, Seo J, Choi DH, Hwang D, Koseki H, Ohara O, Sano S, Tsuji T, Mishima K, ※Fukada 
T. Required of zinc transporter ZIP10 for epidermal development: Implication of the ZIP10-p63 axis in epithelial 
homeostasis. Proc Natl Acad Sci U S A, 114(46): 12243-12248, 2017 (※ corresponding author) P

	  

 

4 8 54 5

1. ※Fukada T., S. Hojyo, and T. Furuichi Zinc Signal: A New Player in Osteobiology J. Bone. Miner. Metab. 31:129-135, 2013 (※ 
corresponding author) 

2.Bin, BH., S. Hojyo, and ※Fukada T. Spondylocheirodysplastic Ehlers-Danlos syndrome (SCD-EDS) and the mutant zinc transporter 
ZIP13. Rare Diseases 2: e974982; 2014 (※corresponding author) 

3. Hojyo S, Miyai T, and ※Fukada T. B-cell receptor strength and zinc signaling: Unraveling the role of zinc transporter ZIP10 in humoral 
immunity. Receptor and Clinical Investigation 2: e387; 2015 (※ corresponding author) 

4. Hara T, Takeda T, Takagishi T, Fukue K, Kambe T, and ※Fukada T. Physiological roles of zinc transporters: molecular and genetic 
importance in zinc homeostasis. The Journal of Physiological Sciences 67(2): 283-301, 2017 ( corresponding author) 

5. Ohashi W, Hase K, and ※Fukada T. Emerging role of zinc homeostasis by zinc transporter ZIP7 in intestinal homeostatic self-renewal. 
Inflammation and Cell Signaling : 4:e1509, 2017 (※corresponding author) 

6. Takagishi T, Hara T, ※Fukada T. Recent advances in the role of SLC39A/ZIP zinc transporters in vivo. Int J Mol Sci, 18(12), pii: 
E2708, 2017 (※corresponding author) 

1. ,  h “ ” THE BONE 26: 101-112,2012 

2.  zm a z  Journal of Zinc Nutritional Therapy 2: 37-45,2012 

3.  SLC39A14/ZIP14  Biomed. Res. Trace Elements 23: 
6-13,2012 

4.  d  20: 64-73,2012 

5. h Clinical 
Calcium 22: 77-97, 2012  

6. , ,  Z 10: 81-88,2013 

7.   13: 1-4, 2014 

8. , ,  n a p  
32: 134-144,2014 

9. , , zm z  33: 462-465,2015 

10. ,  zm z   34: p310-316, 2015 

11.   33: p70-76, 2015 

12.  ―  254: 339-346, 2015 

13. 43(2), 
141-145, 2016 

253



 
 

8 

14. Update Review Up-to-DateZ  2017 5  Vol.35 No.8, 
1350-1357, 2017 

4 5

1.※Fukada, T, Hojyo, S., and Bin, B.H. (※corresponding author), Zinc signal in growth control and bone diseases, edited by Fukada T#, 
and T. Kambe (# ), Zinc Signals in Cellular Functions and Disorders, Springer, 249-267, 2014 

2.※Fukada, T (※corresponding author), Genetic study of zinc transporters and zinc signaling, edited by Dr. James Collins, Molecular, 
Genetic, and Nutritional Aspects of Major and Trace Minerals, ELSEVIER, 2016 

- ,

 

 

1. ,  2016 8  

2. ( ,  2017 2  

3. ) ,  2017 8  

1.  Z,  2015 1  

2. hv :“ ” , 25   
SRM2015, 2015 5  

3.  zm z , ������������ ��������������  
2015	��������,  2015 9  

4.  zm z  n d , 55
3,  2015 10  

5.   n d , 6 α,  2015
12  

zm a z R α -

,  2016 12  

.f tpf hp f α

 

, h α

 

- zm pr n

zm z ,

zm z Z t v

-

zm z ZP P (

,  

dp

254



 
 

9 

d

d 512

( . d

	 

) .

dp

512 d , -

1. Toshiyuki Fukada Zinc signaling in Physiology and Pathogenesis, Metallomics-2015, Beijing 2015 9  

2. Toshiyuki Fukada “Zinc signaling”: An emerging player for epithelial tissue homeostasis, The 5th Bizan Immunology Symposium: 
BISUT 5, Tokushima 2016 3  

3. Toshiyuki Fukada, Bum-Ho Bin Requirement of zinc transporter SLC39A7/ZIP7 for skin dermal development to fine-tune 
endoplasmic reticulum function ISZB-2017 Symposium, Cyprus

 

1.  pz a c ― hv―,
135 ,  2015 3  

2. h , 120
92  ,  2015 3  

3.  h ,
,  2015 3  

4.  , 29 Z, 2015 4  

5. ���� hv :�������Z ,  135
pz a c - hv-Z, 

 2015 4  

6. h , 158
,  2015 9  

7. Toshiyuki Fukada Introduction of Zinc Signaling, “Zinc Signaling Workshop” in BMB2015, 88  38
,  2015 12  

8. d , 93
 ,  2016 3  

9.  136  
,  2016 3  

10. Toshiyuki Fukada Molecular and Physiological Basis of Zinc Signaling in vivo and in vitro in BMB2016, 39
,  2016 12  

11.Toshiyuki Fukada Role of zinc transporters and zinc signaling in homeostasis of epithelial tissues, 94
,  2017 3  

12. h , 28
2017 7  

13. zm a z d , 64
2017 9  

14.Toshiyuki Fukada, Bum-Ho Bin Requirement of zinc transporter SLC39A7/ZIP7 for skin dermal development to fine-tune 

255



 
 

10 

endoplasmic reticulum function, ConBio 2017 ,  2017 12  

	 , 	 , International Society for Zinc Biology
	 , 	 , 	 , , , , 

,  

 

 
AO ,  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

hv Z

8  

1. ZIP13a hv  −
−, 2011 10 27   

2.Moving a mandatory mineral, February 24,2012, RIKEN RESEARCH 

3. , − ZIP10Z B −, 2014
7 29    

4. B  − −,  2014 7 29
  

5. a 2016 10 7  

6. d 2017 5 23 5 24  

7. d 2017 10 24  

 

t v hv W 

 
http://p.bunri-u.ac.jp/lab22/ 

 
http://p.bunri-u.ac.jp/english/?p=782 

 

256



 
 

1 

& 	 	 

 
 

(

-

- (

-

 
 

10/10  2/10  2 2/15  
A 8/15 20/30  5 15/15  

) ) 1
81 81 1  1/15

1 3/15  3/15   10/15  
 

 
 

 
 

 
 

g E E g

S E g

[ E g

L E g

p g E Eg

[ (

g 43 S g 24./

E g

E g P ] ( g

N

[ P [

24./ [ 24./

( [ -

24./ 24./

g ) .53

E 0 ()98 E

P L o E N

m E [ P

E ][

g 4 p S S [

257



 
 

2 

g 1 2
P P 2 [

3 g p

g S p[ N  
 

 
4 12 p g

. [ .
Y g

[ [

- L P []  
 

[ ][  
g 70  

 
Y [  

g ][ ] g

[  
 

 

Y  
g p g Y

g ] L g

[ g [

]  
 

  
. [  

C [ [

Y g

N ][

[ N [

g p] P [

 
.  

[ S [ P

O O S ][ g

][ Y O S

g g g [

[ g [ [

 
  

[ ]  
 P  

 
 P  

P g

258



 
 

3 

g Y

p[ g Y g g

[

[ g Y g

[ Y

[ gY ]  
 

g

[

S

P  
 

g [ g

 

[

]

 
 
p g ] g g

g N  
S [ g S

Y p[

E ]

g [ 6
[ p[ 10 [[ 10

p [ E ]

[ E

N [ O  

 

 

6 7

1. Zinc-related actions of sublethal levels of benzalkonium chloride: Potentiation of benzalkonium cytotoxicity by zinc, Tsuyoshi Mitania, 
Ahmed Ibrahim Elhossany Elmarhomy, Luvsandorj Dulamjav, EnkhtumurAnu, Shohei Saitoh, Shiro Ishida, Yasuo Oyama, Chemico- 

Biological Interactions, 2017, 268, 31-36. 

1.Chlorhexidine possesses unique cytotoxic actions in rat thymic lymphocytes: Its relation with electrochemical property of membranes, 
Kayo Nonami, Shohei Saitoh, Yumiko Nishimura-Danjobara, Shiro Ishida, Yasuo Oyama, Environmental Toxicology and Pharmacology, 
2016, 48, 17-21. 

2. Zinc increases vulnerability of rat thymic lymphocytes to arachidonic acid under in vitro conditions, Eiko Niwa, Tsuyoshi Mitani, Shohei 
Saitoh, Kaori Kanemaru, Shiro Ishida, Kumio Yokoigawa, Yasuo Oyama, Food and Chemical Toxicology, 2016, 96, 177-182. 

® ) P

259



 
 

4 

2015, 42, 40-47.
)

4. Zn2+-dependent increase in cells with phosphatidylserine- exposed membranes after treatment with submicromolar concentrations of 
2-n-octyl-4-isothiazolin-3-one in rat thymocytes. Eri Fukunaga, Sari Honda, Yuji Hashimoto, Yasuaki Tamura, Shiro Ishida, Yasuo 
Oyama,  Fundam. Toxicol.Sci., 2015. 2(5) 209-216. 
(

5. Changes in cellular thiol content and intracellular Zn2+ level by 1,4-naphthoquinone in rat thymocytes. Eri Fukunaga, Shiro Ishida, 
Yasuo Oyama, Chemico-Biological Interactions, 2014. 222(5) 1-6. 

6. [  
2014. 40(5) 285-290. 

2013
 
6 7

1. 
	 E D (2015) 51(10)

pp1157-1162.
2. E ( 1 -

3. 
E. C 2013 33 1 pp14-20. 

4. 
o E. C 2013 33 2 pp10~17 

 
6 7

1. E

2. 
E ( (- )

3. E )

(

 

 

1. [

Y E

2. 
24./ E

3. P

E

4. 

5. 
24./ E

-

6. [

E )

7. E

8. 
P E

260



 
 

5 

 

 
 

g

)

] ] - g

E -

S

LE -

- -

[ E - -

E - -

24./ - P

 
	 

 

24./

 
OSCE

 
OSCE OSCE
IT  

 

 

261



 
 

1 

	 �

Department of Pharmaceutical Care and Clinical Pharmacy 

 
 

	 	 

	 �

 
 

 
1.  
2.  
3.  
4.  
5.  
6. 1 
7. 2 
8. 3 
9. 4 
10. A  
11.  
12.  
13.  
 

0  
1.  

C14-(2)
4 ]

6 1

2

3 30 C16-(5)
3 4 4

0

6 9

9 9

2  
2.  

5 [ 9 5 4

0  
3.  

5 9 7

5 8 0 4 9

5  
 

262



 
 

2 

4. 2 ( )  
1 5  

 

 

38 0

5 3 5 0

5 2  
0

6 9 0

0 9 5 2

0 4 9

7 0 4 4 0

38

6  

 
 

 

	 	 	 

	 

2 2013 9  
 

 

 
 

 

 
 

 
2017 8  
2017 10  

 
	 

 
 
 

OSCE  
-  

FD  

 

 
 
 
 

263



徳島文理大学	 薬学部	 年報	 

 
1	 

1 8 	 医 療 薬 学 講 座 （ 庄 野 研 究 室 ） 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 Department of Clinical Pharmacy 

 
教員  

教授	 庄野	 文章	 着任年月日：平成１８年４月	 

最終学歴：昭和５１年徳島文理大学薬学部	 

前職：徳島大学病院薬剤部	 医学博士	 

	 

教育の概要	 

担当科目： 
薬物治療学５（分担）４年前期 
実務実習事前学習	 ４年前・後期 
医薬品リスクマネージメント（分担）５年前期 
文理学（分担）１年前期 
総合薬学研究	 ４年・５年・６年 
これらの講義を通して薬剤師業務に関する基本的知識を教育し、実習ではその技能・態度を習得させることにより即戦力となり

うる薬剤師を養成する。 
専門薬剤師制度や特殊処方について解説することにより、チーム医療における薬剤師の重要性の理解を深める。 

研究の概要  
１．チーム医療を円滑に遂行するための適正な医薬品使用に関する研究 
２．感染制御に関する研究 
３．調剤過誤システムの開発 
４．ﾌﾟﾛｽﾀﾉｲﾄﾞ類の酵素免疫測定法を開発し、細胞応答を研究 
 

外部誌上発表  

＊	 2013年以降 2017年まで 

[原著論文] 
2017 なし	 

2016	 

1.	 Ferdous	 Khan	 .	 Pinky	 Karim	 Syeda	 .	 Michael	 Nii	 N.	 Nartey	 .Mohammad	 Shahidur	 Rahman	 .	 Mohammad	 Safiqul	 Islam	 .	 

Kohji	 Nishimura	 .Mitsuo	 Jisaka	 .	 Fumiaki	 Shono	 .	 Kazushige	 Yokota	 	 Stimulation	 of	 fat	 storage	 by	 prostacyclin	 and	 

selective	 agonists	 of	 prostanoid	 IP	 receptor	 during	 the	 maturation	 phase	 of	 cultured	 adipocytes	 Cytotechnology,	 in	 

press	 (2016).DOI:	 10.1007/s10616-016-9960-7	 

２．	 Ferdous	 Khan,	 Pinky	 Karim	 Syeda,	 Michael	 Nii	 N.	 Nartey,	 Mohammad	 Shahidur	 Rahman,	 Mohammad	 Safiqul	 Islam,	 Kohji	 

Nishimura,	 Mitsuo	 Jisaka	 ,	 Fumiaki	 Shono,	 Kazushige	 Yokota, Pretreatment	 of	 cultured	 preadipocytes	 with	 arachidonic	 
acid	 during	 the	 differentiation	 phase	 without	 a	 cAMP-elevating	 agent	 enhances	 fat	 storage	 after	 the	 maturation	 phase	 

Prostaglandins	 Other	 Lipid	 Mediat.,	 123,	 16-27	 (2016).DOI:	 10.1016/j.prostaglandins.2016.02.003.	 

2015	 なし	 

2014	 

１．Mohammad	 Sharifur	 Rahman	 •	 Ferdous	 Khan	 Pinky	 Karim	 Syeda	 •	 Kohji	 Nishimura	 •	 Mitsuo	 Jisaka	 •Tsutomu	 Nagaya	 

•	 Fumiaki	 Shono	 •	 Kazushige	 Yokota	 Endogenous	 synthesis	 of	 prostacyclin	 was	 positively	 regulated	 	 

	 	 during	 the	 maturation	 phase	 of	 cultured	 adipocytes	 Cytotechnology	 (2014)	 66:635–646	 

2013	 

1. Rahman,	 M.	 S.,	 Syeda,	 P.	 K.,	 Khan,	 F.,	 Nishimura,	 K.,	 Jisaka,	 M.,	 Nagaya,	 T.,	 Shono,	 F.	 and	 Yokota,K.(2013).	 	 
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2	 

Culturedpreadipocytes	 undergoing	 stable	 transfection	 with	 cyclooxygenase-1	 in	 the	 antisense	 direction	 accelerate	 

adipogenesis	 during	 the	 maturation	 phase	 of	 adipocytes	 	 Appl.	 Biochem.	 Biotechnol.,	 171	 (1),	 128-144	 

2. Mohammad	 Sharifur	 Rahman	 &	 Pinky	 Karim	 Syeda	 &	 Ferdous	 Khan	 &	 Kohji	 Nishimura	 &	 Mitsuo	 Jisaka	 &	 Tsutomu	 Nagaya	 	 
&	 Fumiaki	 Shono	 &	 Kazushige	 Yokota	 Cultured	 Preadipocytes	 Undergoing	 Stable	 Transfection	 with	 

Cyclooxygenase-1	 in	 the	 Antisense	 Direction	 Accelerate	 Adipogenesis	 During	 the	 Maturation	 Phase	 of	 Adipocytes	  

Appl	 Biochem	 Biotechnol	 (2013)	 171:128–144	 

3.	 Fumiaki	 Shono,	 Takahiro	 Hiurata,	 Eri	 Maeda,	 Kaori	 Harada,	 Sayuri	 Doi,	 Kaori	 Tomita,	 Koichiro	 Tsuchiya	 Consideration	 

of	 the	 Visual	 Resemblance	 between	 Original	 and	 Generic	 Drugs	 Jpn.J.Pharm.Care	 Sci.	 (2013)39(6)356-365	 

 

口頭発表・学会発表  

２０１７年 

１．坂東貴司、楠瀬日刀美	 、溝田佳奈子、北川真衣、上村昴平、樋口大貴、土屋	 浩一郎、庄野文章	 （2017）点眼薬に類似

した容器の事故防止対策と容器類似性について	 日本薬学会第１３７年会。３月（仙台） 
	 

社会貢献  
１．徳島県病院薬剤師会オブザーバー 
２．徳島県後発医薬品適正使用協議会委員 

管理・運営に係ること	 

文科省への実務実習に関する提出書類の作成 
実務実習担当（病院・薬局に対する受け入れ依頼） 
４年前期より学生の希望に副えるように、各地区調整機構へ斡旋依頼。 
実務実習期間中はそれぞれの施設への訪問やクレーム等の処理を行う。 
実務実習の連携等を各施設に対して説明：徳島県薬剤師会、徳島県病院薬剤師会、鹿児島県病院薬剤師会、沖縄県病院薬剤師会、

山口県病院薬剤師会 
学内委員 
教務：実務実習委員長 

大学院教務委員 
共用試験 OSCE委員 

薬学教育協議会教科検討委員会：実務実習委員 
実務実習中央調整機構：徳島地区委員長 

：中四国地区委員 
：近畿地区オブザーバー 

中四国調整機構第三者委員会：委員 
中四国地区薬剤師会薬局実務実習受入調整機関：委員	 
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 5 E 6 6 F A 4 2 CH 1 1 2 CH 3 7 C 9 4 F A 9 CF HI 	 6 I E 8C EC CF H C F C ECD

AFC CM C F DO CE I’ C 	 	 &

)

4 F A 9 6 F A 4 Takahashi H, Furuta A. (2016)  Vitamin D affects neuronal peptides in neurodegenerative disease: 
Differences of V-D2 and V-D3 for affinity to amyloid-beta and scrapie prion protein in vitro. Vitamun D, chapter 5; Vitamin D and 
Neurodegenerative disease, p 89-102, INTECH  
(

1. Suenaga M, Furuta A, Wakabayashi K., Saibara T., Matsunaga Y.  (2015)  Monocytic elastase-mediated apolipoprotein-E 
degradation: potential involvement of microglial elastase-like proteases in apolipoprotein-E proteolysis in brains with Alzheimer’s disease. 
Biochimica et Biophysica Acta, 1854:1010-1018 

2. Suenaga M, takahashi H, Imagawa H, wagastuma M, Ouma S, Tsuboi Y, Furuta A, Matsunaga Y.  (2015)  Different effect of vitamin 
D2 and D3 on amyloid-beta40 aggregation in vitro. World Biomedical Frontiers, ISSN:2328-0166 

3.Kubo M., Gima M., Baba K., Nakai M., Harada K., Suenaga M., Matsunaga Y., Kato E., Hosoda S., Fukuyama Y. (2015) Novel 
neurotrophic phenylbutenoids from Indonesian ginger Bsngle, Zinger purpureum. Bioorganic & Medicinal Chemistry Letters 
25:1586-1591. 

1. Suenaga M, takahashi H, Imagawa H, wagastuma M, Ouma S, Tsuboi Y, Furuta A, Matsunaga Y.  (2014)  Different effect of vitamin 
D2 and D3 on amyloid-beta40 aggregation in vitro. Curr Alz Res, 11:745-754 

2. Oda M, Yamamoto H, Shibutani M, Nakano M, Yabiku K, Tarui T, Kameyama N, Shirakawa D, Obayashi S, Watanabe N, Nakase H, 
Suenaga M, Matsunaga Y, Nagahama M, Takahashi H, Imagawa H, Kurosawa M, Terao Y, Nishizawa M, Sakurai J.(2014) Vizantin 
inhibits endotoxin-mediated immune responses via the TLR4/MD complex.J Immunol, 193:4507-4514 

1. Midori Suenaga, Yusuke Hiramoto, Yoichi Matsunaga (2013)Vitamin D2 interacts with human PrPc(90-231) and breaks PrPsc 
oligomerization in vitro. PRION,7,1-7 

2. Hirofumi Yamamoto, Masataka Oda, Maya Nakano, Kenta Yabuki, Masahiro Shibutani, Toshiyuki Nakanishi, Midori Suenaga, 
Masahisa Inoue, Hiroshi Imagawa, Masahiro Nagahama, Yoichi Matsunaga, Seiichiro Himeno, Kouun Setsi, Jun Sakurai, Mugio 
Nishizawa.(2013) Concice synthesis of a probe molecule enabling analysis and imaging of Vizantin. Chem.Pham.Bull,61,452-459. 
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Identification of the amino acid residues that relate Vitamin D2 –induced β sheet formation of amyloid β. 
Suenaga M., Nakagawa M., Takahashi Y., Matsunaga Y. 
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Morimoto M, Satomura S, Hashimoto T, Kyotani S.  A study of oxidative stress and the newer antiepileptic drugs 
In epilepsy associated with severe motor and intellectual disabilities. Journal of the Chinese Medicine Reseach.  
80, 19-28 (2017) 

	 

Morimoto M, Suzaki I, Satomura S, Shimakawa S, Naito E, Hashimoto T, Nakatsu T, Ito E, Kyotani S. Epilepsy 
  Properties and Seizure Suppression in a Severe Motor and Intellectual Disabilities. International Journal of Clinical  

Medicine .  7 182-192 (2016) 
 

Morimoto M, Satomura S, Hashimoto T, Ito E, Kyotani S. Oxidative Stress Measurement and Prediction of Epileptic  
Seizure in Children/Adults with Severe Motor and Intellectual Disabilities. Journal of Clinical Medicine Research . 
8, 437-444 (2016) 
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1. Megumi Nakai, Michiro Iizuka, Nobuaki Matsui, Kazuko Hosogi, Akiko Imai, Noriaki Abe, Hisashi Shiraishi, Ayumu 
Hirata, Yusuke Yagi, Kohei Jobu, Junko Yokota, Eishin Kato, Shinya Hosoda, Saburo Yoshioka, Kenichi Harada, Miwa 
Kubo, Yoshiyasu Fukuyama, and Mitsuhiko Miyamura. Bangle (Zingiber purpureum) Improves Spatial Learning, 
Reduces Deficits in Memory, and Promotes Neurogenesis in the Dentate Gyrus of Senescence-Accelerated Mouse P8 
Journal of Medicinal Food, 19(5), 435-441 

	 

1. , , , , , , y aG Gm

a S P a D , , 51, 439-443.
	 

1. Saburo Yoshioka, Tanitra Ju-Ngam, Kohei Jobu, Junko Yokota, Masao Ohishi, Hiroyuki Ukeda, Mitsuhiko 
Miyamura,The protective effects of Goishi tea against influenza infectio, Jpn Pharmacol Ther 41(7), 705-709 

2. Junko Yokota, Kohei Jobu, Saburo Yoshioka, Takehiro Kashiwagi, Tomoko Shimamura, Hironori Moriyama, Shuzo 
Murata, Masao Ohishi, Hiroyuki Ukeda, Mitsuhiko Miyamura,The influence of Goishi tea on adipocytokines in obese 
mice, Food Chemistry, 138(4), 2210-2218 

3. Kohei Jobu, Junko Yokota, Saburo Yoshioka, Hironori Moriyama, Shuzo Murata, Masao Ohishi, Hiroyuki Ukeda, 
Mitsuhiko Miyamura, Effects of Goishi tea on diet-induced obesity in mice, Food Research International, 54, 324-329 

4.  , , , , , , TRPV1 Agonistc b SP ,
, 41 7 ,669-675 

5.  , , , , , , , , , , ,
b b b a S , , 

17 1 ,60-67 
6. , , , , , , , b

b , 50 5 , 37-44 
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1. Degree of academic achievement in pharmaceutical education from an economic viewpoint: comparison between Japan and Korea  

Koichi Yajima, Saki Mitsuie, Ayaka Inubushi, Nami Miyamoto, Cho Jungkwon, Saburo Yoshioka  
77th FIP World Congress of Pharmacy and Pharmaceutical Sciences 2017  September 2017  Korea 
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 (2013-2017 ) 

 

2017 
1. Comparative study on volatile compounds of Alpinia japonica and Elettaria cardamomum., Asakawa, Y., Ludwiczuk, A., Sakurai, K., 

Tomiyama, K., Kawakami, Y., Yaguchi, Y.Natural Product Communications J. Oleo Sci., 66 (8), 871-876. (2017)  

2. Volatile compounds from the different organs of Houttuynia cordata and Litsea cubeba (L. Citriodora). Asakawa, Y., Tomiyama, K., 
Sakurai, K., Kawakami, Y., Yaguchi, Y. J. Oleo Sci., 66 (8), 889-895 (2017) 

3. The isolation, structure elucidation, and bio- and otal synthesis of bis-bibenzyls, from liverworts and their biological activity., Asakawa, 
Y. Natural Product Communications 12 (8),1335-1349 (2017) 

4. Chemical constitutents of bryophytes: Structures and biological activity., Asakawa, Y., Ludwiczuk, A., J. Nat. Prod. 80 (12), 
doi:10.1021/acs.jnatprod6b01046 (2017) 

5. Chemical constituents of liverworts for 50 years., Asakawa, Y., Aroma Research 18 (4), 14-15 (2017) 

6. Highlights in Phytochemistry of liverworts: Biological activity., Asakawa, Y., J. Trad. Mongol. Med. 8 (2) 180 (2017) 

7. Microbial transformation of some natural and synthetic aromatic compound by Fungi: Aspergillus strain and Neurorpora crassa., 
Ghani, N. A., Ismail, N. H., Noma, Y., Asakawa, Y., Natural Product Communications 12 (8)1237-1240 (2017) 

8. Identification and characgterization of Daurichromenic acid synthase active in anti-HIV biosynthesis., Iijima, M., Munakata, R., 
Takahashi, H., Kenmoku, H., Nakagawa, R., Kodama, T., Asakawa, Y., Abe, I., Yazaki, K., Kurosaki, F., Taura, F., Plant Physiol. 174, 
2213-2230 (2017) 

9. GC/MS Fingerprinting of solvent extracts and Essential oils obtained from liverwort species., Ludwiczuk, A., Asakawa, Y.� Natural 
Product Communications 12 (8), 1301-1306. (2017) 

10. Sesqui- and diterpenoids from Tahitian and Japanese liverworts Jungermannia species.� Ngashima, Y., Asakawa, Y. Natural Product 
Communications 12 (8), 1171-1175 (2017) 

11. Application of chromatographic and spectroscopic methods towares the quality assessment of ginger (Zingeber officinale) rhizomes 
from ecological plantations., Koch, W., Kulkula-Koch, W., Varzec, Z., Kasperek E., Wyszogrodzka-Koma, L., Szwerc, W., Asakawa, 
Y. Int. J. Mol. Sci., 18, 452; doi:10.3390/ijms18020452 (2017) 

12. Constituents of the Argentine liverwort Plagiochila diversifolia and their insecticidal activites., Ramirez, M., Kamiya, N., Popich, S., 
Asakawa, Y., Bardon, A., Chem. Biodiversity 14, e1700229, Doi:10.1002/cbdv.201700228 (2017)  

13. A new diphenyl eher glycoside from Zylosma logifolium Clos collected from north-east India., Swapana, N., Noji, M., Izumi. M., 
Imagawa, H., Kksai, Y., Okamoto, Y., Iseki, K., Singh, C. B., Asakawa, Y., Umeyama, A. Natural Product Communications 12 (8), 
1273-1276 (2017)  

14. Transcriptome analysis of marchantin biosynthesis from the liverwort Marchantia polymorpha., Takahashi, H., Asakawa, Y. Natural 
Product Communications 12 (8),1265-1272. (2017).  

15. Two new cyclobutane dimers from Diospyros macrocarpa., Thieury, C., Guevel. R. L., Herbette, G., Monnier, V., Levouvier, N., 
Huawia, Asakawa, Y., Gillaudeau, T., Nour, M., Natural Product Communications 12(8), 1277-1282. (2017) 

16. Volatile chemical constituents of the Chilean bryophytes., Santoni, C. J., Asakawa, Y., Nour, M., Montenegro, G., Natural Product 
Communications 12 (12), 1929-1934 (2017)  

17. Characterization of giant Modular PKSs provides insight into genetic mechanism for structural diversification of amino polyol 
polyketides. Zang, L., Hashimoto, T., Qin, B., Hashimoto, J., Kozone, I., Kawahara, T., Okada, M., Amakawa, T., Ito, T., Asakawa, Y., 
Ueki, M., Takahashi, S., Osada, H., Wakimoto, T., Ikeda, H., Shi-ya, K., Abe, I., Angew. Chem. Int. Ed. Engl.,56 (7):1740-1745 
(2017). 

18. Mechanisms of action and structure-activity relationships of cytotoxic flavokawain derivatives. Thieury, C., Lebouvier, N., Guevel, R. 
L., Barguil, Y., Herbette,G., Antheaume. C., Hnawia, E., Asakawa, Y., Nour, M., Guillaudeux T., (2017), Bioorg. Med. Chem., 25(6) 
1817-1829 (2017). 
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2016 
1. Volatile components of the stressed liverwort Conocephalum conicum., Ghani, N., Ludwiczuk, A., Ismail, N. H., Asakawa, Y. Natural 

Product Communications 11(1) 103-104 (2016)  

2. Comparative study of the volatile components of fresh and fermented flowers of Alnus sieboldiana (Betulaceae)., Ghani, N., Ismail, N. 
H., Asakawa, Y., Natural Product Communications 11 (2), 265-266 (2016) 

3. Terpenoids, flavonoids and Acetogenins from some Malagasy plants., Nagashima, F., Tabuchi, Y., Ito, T., Harinantenaina L., Asakawa, 
Y., Natural Product Communications 11(2) 153-157 (2016) 
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14. Volatile constituents of New Caledonian Frullania species., Metoyer, B., Coulerie, P., Lebouvier, N., Hnawia, E., Thouvenof, L., 
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F., Iijima, M., Yamanaka, E., Takahashi, H., Kenmoku, H., Saeki, H.,  Morimoto, S., Asakawa, Y., Kurosaki, F., Morita, H., 
Frontiers in Plant Science, 7, 1452 (2016) 
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(2014) . 
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13. Chemical variability of the Tahitian Marchantia hexaptera Reich., Ludwiczuk, A., Raharivelomanana, P., Pham, A., Bianchini, J.-P., 
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2. Novel inhibitor of bacterial sphingomyelinase, SMY-540, developed based on three-dimensional structure analysis. Oda, M., Imagawa, 
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3. Generation of Mast Cells from Mouse Fetus: Analysis of Differentiation and Functionality, and Transcriptome Profiling Using Next 
Generation Sequencer, Fukuishi, N., Igawa, Y., Kunimi, T., Hamano, H., Toyota, M., Takahashi, H., Kenmoku, H., Yagi, Y., Matsui, 
N., Akagi, M., Plos One, 4, e60837. (2013) 
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6. Dr. Honoris Causa ( ) 2012 6 17  

7. 2012 2 22  

 

[ ] 
1. (2017) 8 : The 8th International Conference on Integrated Traditional Medicines

.Aroma Research 18 (4), 74-75.  

2. Dr. Honoris Causa ( ) Alma Mater (Universtytet Medyczny w Lublinie 18-29 (2012) 

3. 8 Alma Mater (Universtytet Medyczny w Lublinie 54-61(2012) 

4. DOCTOR HONORIS CAUSA (Yoshinori Asakawa) Universitas Medicinae Lublinensis (Lublini Anno MMZII). p.1-40 (2012).  

5. Asakawa, Y.  Slawy Swiatowej Fitochemii w Lubline. Panacea, P. 27 (2012). 
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